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開会 午前９時00分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） おはようございます。予算審査常任委員会を開会をいたしま

す。 

 傍聴の方はおいでになりませんので、それでは前回に引き続き、集中審査に入りたいと

思います。 

 審査に入ります前に、執行部から自己紹介をお願いいたします。 

○健康福祉部長（濱崎博文君） 皆さん、おはようございます。先週に引き続きまして健

康福祉部、本日は九つの項目について御審査いただくものとしております。どうぞよろし

くお願いします。 

 まず最初に、生活福祉課より説明職員が参っておりますので、自己紹介をさせていただ

きます。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） おはようございます。生活福祉課で課長をしておりま

す虫明と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○地域福祉担当係長（山﨑健太郎君） おはようございます。生活福祉課地域福祉担当係

長の山﨑です。よろしくお願いいたします。 

○障がい者福祉担当係長（山内徳章君） おはようございます。生活福祉課障がい者福祉

担当係長の山内です。よろしくお願いします。 

○委員長（上村和男君） それでは、審査に入りたいと思います。 

 審査資料100ページ、筑紫野市社会福祉協議会運営補助事業事業内容、体制についての

説明に入ります。 

 課長から説明願います。 

 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） それでは、予算審査資料の100ページ、左側のページ

になりますけれども、筑紫野市社会福祉協議会運営補助事業の事業内容と体制について御

説明いたします。 

 まず事業予算額についてですが、１億524万4,000円を計上しております。本事業の目的

と内容ですが、地域福祉活動推進の中核を担う市社会福祉協議会の職員の人件費について

補助することにより、その活動を支援するものでございます。 

 続いて増額の理由でございます。 
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 まず１点目は、体制の充実に伴うものと、退職の補充により２名の正規職員を雇用する

ものです。 

 ２点目は、職員の昇任、昇給、福利厚生費等の増額によるものとなります。参考とし

て、補助対象の範囲を表した社協の組織図のほうを掲載いたしております。 

 説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりましたので、それでは質疑に入ります。質疑のあ

る方は挙手願います。 

 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 人員体制が増えるということなんですけども、正規職員という

ことで、何か資格とかをお持ちなのかとか、そういった詳細をもう少し教えていただけれ

ばと思います。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 今回、新規に職員を２名採用するといった形になって

おります。公募を行いまして採用するといったことを聞いております。資格等については

要件としてはうたっておりませんが、社会福祉、地域福祉推進に熱意がある人ということ

で公募をかけているといったことを聞いております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。 

 髙原委員。 

○委員（髙原良視君） おはようございます。この会長、事務局長の給与関係、これは春

日とか大野城と比較してどんなふうでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 筑紫地区の状況と比較しまして大体同等のものと捉え

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。 

 西村委員。 

○委員（西村和子君） 市からの補助の範囲のところのそれぞれの配置の人数を教えてい

ただけますか。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 
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○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 令和６年度の予算ベースでの配置状況といったことで

お話をさせていただきます。 

 まず会長１名、事務局長１名、事務局次長１名、総務課が課長１名、そして総務担当と

して３名、地域福祉課課長１名、地域福祉担当５名、暮らしのサポートセンター担当が３

名といった形になっております。 

 以上で説明を終わります。 

○委員長（上村和男君） 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） 事業の内容のところで説明された増額の理由に地域共生社会の

構築を見据えた体制充実に伴う１名とあるんですけれども、市のほうからこの増額に伴っ

て地域共生社会は市と協力体制というか、一つの体制をつくっていかれるんだと思うんで

すが、どんなふうに、社協に期待する部分というのはどういうところが社協の担うべきと

ころというところで、その分の体制充実というところを見越しておられるのかちょっと説

明いただけたら。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 地域共生社会の構築を目指して本市が進めていきます

予定としておりますが、重層的支援体制整備事業、また成年後見制度の利用促進、こうい

ったところで参画いただくこととしております。 

 重層事業については、今後、実施に向けて検討、協議を本格化していく予定としており

ます。地域福祉活動の推進、中核を担う社協の強みを生かして地域住民や、また地域福祉

活動などを実施しているグループや団体、こういった方たちとの連携、特に地域に近いと

ころでの支援強化、こういったところに期待をしているところでございます。 

 もう１点目、成年後見制度の利用促進につきましては、社協さんのほうに、本制度の中

核機関を担っていただき、市の関係課とともに相談や広報啓発、こういったものを中心に

支援を始めていきたいと考えております。社協さんのほうでも今、暮らしのサポートセン

ターの事業をされております。結びつきが強いというところもございますので、そういっ

た点から期待しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 質疑はいいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、質疑を終わります。 
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 次の項目に入ります。 

 102ページ、重層的支援体制整備事業事業内容について、説明を願います。 

 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） それでは、予算審査資料102ページ、ＳｉｄｅＢｏｏ

ｋｓ左側となります。 

 重層的支援体制整備事業の事業内容について御説明をいたします。 

 まず事業予算額については、1,361万9,000円を計上しております。事業費のうち、委託

料が900万3,000円となっております。 

 次に、事業の目的についてでございます。制度のはざまや複合化、複雑化した支援ニー

ズに対応するため、相談支援や地域づくりなどの事業を一体的に実施する体制を整備する

ものとなっております。 

 次に、事業の内容でございます。令和７年度については、関係機関と協議を進め、準備

を整えていくといったことを考えております。地域福祉事業の実績を持つ事業者に委託

し、専門的なノウハウや経験を生かし、移行準備事業が円滑に進むよう助言を得ること

や、研修会の企画運営などを行う予定としております。 

 資料の下のほうに表をつけております。事業の内容と流れの一般的なものを掲載してお

ります。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方は挙手願います。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 御説明ありがとうございます。令和７年４月１日に施行されま

す生活困窮者自立支援法等の一部を改正する法律の中で重層的支援体制整備事業におい

て、地域生活課題を抱える住民の居住支援のことが４月１日から施行されるんですけれど

も、このことも準備の中に居住支援も入っていると思っていいのでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 生活困窮事業のほうで実施を少し強めていく動きにな

っていくかと思います。高齢者や障がい者はじめ生活困窮者の分野を既存の機関と連携す

るというところもありますので、必要な事業として今後進めていくというのは考えられる

かなと思っております。 

 以上です。 
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○委員長（上村和男君） 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 重層事業ということで、包括的な相談支援ということで、ほか

の議員が以前一般質問とか委員会でも言われてたと思うんですが、要は子育て、高齢者、

障がい者、生活困窮、幅広いものについて相談支援していくということだとは思ってるん

ですけども、今、各課に散らばってるソーシャルワーカー、社会福祉士の方を集結させて

総合相談窓口みたいな形、暮らしの何でも相談みたいな形で、なんかそういった総合相談

窓口、福祉の何でも相談窓口っていうような形で今後そういう形でそれを重層を進めてい

くのか、考え方ですね、ちょっとお尋ねしたいと思うんですが。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） まずは既存の窓口を中心として体制整備を進めていき

たいと考えております。相談の入り口というのは市の窓口だけでなく、地域の相談機関で

あったり民生委員、それから地域づくりの活動、こういったところが入り口というのも考

えられます。まずはケースを確実につなげていくといったところが大事なのかなと思って

おりますので、そういったところを大切にしながら体制づくりを進めていきたいと考えて

おります。 

 また、今、社会福祉士が各課に配置されるといった動きも出てきております。人と人や

人と地域をつなぐコーディネート役を担える人材ということで大いに期待しているところ

でございます。専門職も交えたところで体制整備を図っていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 今、地域での相談窓口みたいなことをちょっと言われたんじゃ

ないかなと思うんですけど、そういった総合相談窓口を要はオンラインとかタブレットで

各コミュニティセンターとつないでコミュニティセンターの窓口とかでも相談に乗れるよ

うな、何かそういったことって考えているのか。 

 コミュニティセンターに要は地区社協というか、相談支援、重層の窓口みたいな形でオ

ンラインで相談に乗れる体制、そうして重層体制を整備しているところもあると思うんで

すけど、どうなんでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 現時点で具体的なところはまだこれからというところ

になりますが、多くの自治体で重層事業を始めておりますので、参考にさせていただきな
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がら本市としての相談体制を構築していきたいなと考えております。 

○委員長（上村和男君） ほか質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） それでは、質疑を終わります。 

 次の項目に入ります。105ページ、意思疎通支援事業、事業内容に入ります。 

 虫明課長から説明願います。 

 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 予算審査資料105ページ、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ右側に

なります。 

 意思疎通支援事業の事業内容について御説明いたします。 

 まず、事業予算額についてですが、914万7,000円を計上しております。 

 次に、事業の目的についてですが、聴覚障がい者などに対し意思疎通に関する支援を行

うことにより、福祉の増進を図ることとしております。 

 次に、事業の内容でございます。１点目、市生活福祉課に専任の手話通訳者を配置し、

市役所での各種手続や相談等における意思疎通のための手話通訳を行っています。 

２点目、障がい者などからの派遣依頼を受けて、病院や学校などの用務先で手話通訳を

行う登録手話通訳者の派遣調整を行っております。 

 登録手話通訳者の報酬についてですが、通訳時間に応じて報酬を支払っております。２

時間までが3,000円、以降、１時間ごとに1,000円の加算となります。 

 ３点目でございます。聴覚障がい者などが自立した生活を営むための支援者として日常

会話に必要な手話表現技術を習得する手話奉仕員を養成するための講座を実施していると

ころです。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。 

 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 遠隔手話通訳のことをちょっとお尋ねしたい。できる体制と書

いてあるんですけど、もう少し詳細を教えていただければと思います。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 専用のスマートフォンを用意しております。ビデオ通

話機能を使って、現地にいなくても遠隔で手話通訳を行える体制としているところです。 
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 専任手話通訳の派遣制度、これを補完する形で運用をしております。例えば事例を挙げ

ますと、病院においてまだ本人、患者さん以外の入室等が禁じられている場合がございま

す。そういったところで例えば病院の入り口で通訳者が遠隔通訳をするとか、特にコロナ

禍においては利用する場面が多かったというところで整備を整えているところでございま

す。 

○委員長（上村和男君） 質疑ありませんね。 

 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 報償費の考え方をお示しいただいてもよろしいですか。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 報償費、登録手話通訳者の派遣費のことと考えており

ます。資料のほうにも表を載せさせていただいておりますが、１時間までが3,000円、そ

して２時間までが3,000円、それ以降、1,000円を追加するといった形で昨年度、金額をち

ょっと上げさせていただいているところです。筑紫地区の関係市町の状況を見ながら内容

については今後検討していきたいと考えております。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） すいません、前回のときも恐らく交通費のことだったりとかを検

討していくと言われていたと思うんですけど、検討に検討を重ねる形ですよね。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 筑紫地区の状況を見ながら、継続的にこの手話通訳者

が派遣されるような体制づくりを整えていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 西村委員。 

○委員（西村和子君） 登録手話通訳者の派遣は昨年度何回で、何時間あったんでしょう

か。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 令和５年度の実績でございます。登録手話通訳者の派

遣件数は515件ございました。派遣内容としては、一番多いのが医療関係ということで300

件以上、それから介護が100件といった形になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 佐々木委員。 
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○委員（佐々木忠孝君） すいません、専任手話通訳者、登録手話通訳者、それぞれ何名

ぐらい市のほうに登録されているんでしょうか。それと手話奉仕員養成講座に何名ぐらい

受講実績がございますでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 専任手話通訳者、市役所に設置している職員の人数で

すが、２名でございます。登録手話通訳者につきましては18名の方となっております。 

 また、手話奉仕員養成講座でございますが、令和６年度につきましては受講者の方は27

名ございました。そのうち８割以上の出席率をしたということで修了される方は17名を予

定しているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） じゃあ、質疑はありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、次の項目に移ります。 

 106ページ、福祉タクシー料金助成事業、減額理由、利用率、虫明課長から説明願いま

す。 

 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 予算審査資料106ページ、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ左側に

なります。 

 福祉タクシー料金助成事業について御説明をいたします。 

 まず、事業予算額についてですが、1,231万8,000円を計上しております。 

 次に、事業の目的と内容についてですが、在宅の重度の心身障がい者に対し、タクシー

料金支払い時に使用できる助成券を配付する内容であり、タクシー料金の一部を助成する

ことにより、日常生活の利便向上と社会活動の範囲の拡大を図ることを目的としておりま

す。 

 助成券については、500円券を66枚、１乗車につき２枚まで使用可能となっておりま

す。お一人当たりの年間の助成総額は３万3,000円となります。 

 事業予算額のうち、助成券分の予算計上額は1,210万円となります。 

 減額の理由でございますが、過去の交付実績等を基に積算しており、平均交付人数や平

均利用率が減少したことによるものです。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 
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○委員長（上村和男君） 質疑のある方はありませんか。 

 八 委員。 

○委員（八 一男君） 令和５年度の決算のときに、このタクシーの利用が容易にできる

んですかねという質問に対して、答弁としてはタクシー事業者、利用者に聞き取りをして

やっていきますと、個人別台帳を作成して令和６年よりデータを取ってやっていきます

と、こういうことでしたよね、答弁。これに対してどのようにされたんですかね。せっか

くいい制度なんだから、どうして利用が少ないのかなと。この間、言いましたけど、人工

透析してる人で送迎バスがある人は使わなくて済むわけですよね。しかし本当に困った人

は１枚でももったいないからって大事に大事に使ってあって、足りないくらいにあるとい

うことであれば、本当に足りないときは増やしてあげて、必要じゃない人には渡すべきじ

ゃないという形で前回そういう提案をしたんですが、それをどのように対応されたか御質

問です。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 利用実績の分析等につきましては、令和６年度の利用

実績、こちらのほうから実施をしていくというところで考えております。 

 現時点におきましては最終的な報告がまだ上がってきておりませんので、４月以降につ

いて分析をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 八 委員。 

○委員（八 一男君） 令和６年度もそろそろ終わろうとしてますから、最終のデータで

なくても２月までの状態でも結構ですから、この状況、このデータを出してください。本

当にされたのかというのをしっかりと確認をしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 調査結果については現在まとめている状況です。タク

シー業者さんのほうから月ごとに報告が上がってきて、それを確認しているような状況で

すので、また中途というところでなかなか分析結果というところまでは出し切れないかな

と考えております。次回の決算委員会等でまとめたものを出させていただきたいと考えて

おりますので御了承いただきたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 八 委員。 

○委員（八 一男君） そういうデータを基にして予算に反映されると理解しているんで
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すけど、そういうデータが全然反映されなくて予算を組まれるということ自体がおかしい

んじゃないですか。 

○委員長（上村和男君） 虫明課長。 

○生活福祉課長（虫明しのぶ君） 令和７年度の予算においては、令和５年度までの実績

を踏まえて計上しているものでございます。この積算時においては令和６年度の利用実績

が把握できていないことから、算入はいたしておりません。 

○委員長（上村和男君） いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 利用者の立場に立っていろいろと考えて進めていただければ。

あなたの部署は大変重要な部署になりますので、よろしくお願いをした上で、この課はこ

れで終わりますので、課入替えのためしばらく休憩いたします。 

──────・──────・────── 

休憩 午前９時25分 

再開 午前９時26分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 説明をしてくれる所管課が替わりましたので、濱崎部長から紹介をしていただいて始め

たいと思います。 

 濱崎部長。 

○健康福祉部長（濱崎博文君） 説明職員入れ替わりまして、保護課より職員が参ってお

ります。自己紹介をさせていただきます。 

○保護課長（中島友子君） 保護課で課長をしております中島と申します。よろしくお願

いいたします。 

○保護２担当係長（小山誠二君） 同じく保護課保護２担当係長の小山です。よろしくお

願いします。 

○保護１担当係長（菅本貴之君） 保護１担当係長、菅本です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○委員長（上村和男君） それでは、審査資料108ページ、生活保護一般事務事業被保護

者就労準備支援業務委託料内容について説明を願います。 

 中島課長。 
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○保護課長（中島友子君） では次に、審査資料108ページ、生活保護一般事務事業被保

護者就労準備支援事業業務委託料について説明いたします。 

 被保護者就労準備支援事業の業務委託料は149万4,000円でございます。まず、被保護者

就労準備支援事業の目的は、求職活動が長期化する等で就労の意欲を失っていらっしゃる

方、また一般的な求職活動による就職が困難な方、日常生活、社会生活の自立が困難な

方、いわゆるひきこもりの方に対しまして、就労体験やボランティア活動等の社会体験の

機会を提供することにより、就労意欲を喚起するとともに、社会参加の意識の向上を図

り、一般就労に従事する準備としての基礎能力の形成と段階的支援により計画的に行い、

経済的自立につなげることを目的とします。 

 次に、被保護者就労準備支援業務委託料の内容は、①として、個人ごとの就労準備支援

プログラム等、計画書、評価書の作成、見直しを行います。これを通じて対象者の課題等

を把握し、効果的な支援を実施するための対象者が抱える課題や、支援の目標、具体的な

内容を記載した個別ごとの就労準備支援プログラムを作成します。 

 なお、対象者が家に引き籠もっている場合につきましては、支援員がケースワーカーに

同行して訪問等をすることにより、より効果的な支援を目指します。 

 二つ目が日常生活の自立、社会生活自立及び就労自立に関する支援があります。ひきこ

もり等を長期間されていますと、就労ができない場合がございますので、基礎的なことか

らの支援を行います。規律正しい起床、就寝、バランスの取れた食事などを身につけ、日

常生活の自立支援、挨拶などを通じて基本的なコミュニケーション能力の形成と社会生活

の自立支援、一般就労に向けて就労体験や、模擬面接、履歴書作成等の指導を行い、就労

自立を行います。これらの支援により就労を行うための準備段階を整え、次の段階の就労

活動につなげることができます。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方は。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 御説明ありがとうございます。今の目的の中に就労体験やボラ

ンティア活動等の社会体験の機会を提供することによりとあるんですけれども、例えば提

供というのはどういうものを、一人一人に合わせてとは思うんですが、ひきこもりの方と

か、特に農福連携とか、国も推進している農家と福祉でひきこもりの方とかやっぱりいき

なり人と対面するのが苦手な方が多いので、農業体験とかいうのがあるんですけど、市の
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中でそういう体験場所を探したりとか、そういうことは今……、ちょっと課が違うと思う

のでその辺も連携していくとなっているんでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 中島課長。 

○保護課長（中島友子君） 今ちょっとおっしゃっている農業体験というところまでは考

えていないんですが、まだ今のところ考えてはないんですが、まずひきこもりの方に対し

てその方それぞれのやはり複数の方と会うのが難しい方もいらっしゃるので、その場合は

支援員と１対１で面談してその方のコミュニケーション能力を上げていくような形をまず

は取っています。 

 その段階が進むと支援が必要な方同士、何人か集まってのプログラムを実施しているん

ですね。実施していく中で複数のほかの人ともコミュニケーションが取れるようになった

ら次の段階の履歴書の書き方とか、面接の仕方とか、そういうものをその方のレベルに応

じて支援を行っていって、次の段階に進めていくというような形の支援を考えているとこ

ろです。 

○委員長（上村和男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 次の段階に行くときに、例えばそういう方が農業したいとかい

うような御意見があったときにその方向に進むということですかね。 

○委員長（上村和男君） 中島課長。 

○保護課長（中島友子君） おっしゃるとおりでございます。その方に応じて支援員がい

ろいろメニューを持っておりますので、そのメニューに応じて次の段階、専門性のある方

の支援員を考えておりますので、次の段階に行けるように考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 山本委員が言われているのは、農福連携は一例であって、常設

の居場所をつくるのかということも聞かれていると思うんですよね。先日、ＮＨＫでひき

こもりの方の報道をされてましたけど、秋田県藤里町の取組が先進的だということで、人

口3,200人ぐらいでそこを調査したらひきこもりが113人くらいいたと。前も私、一般質問

で、うきは市の社会福祉協議会の話を１期目のときにたしかしたと思うんですけど、あそ

こも人口が2.7万人ぐらいですけど、10年でひきこもりの方を100人程度支援してるんです

よね。人口構成で言うとその３倍、筑紫野は人口がいるわけなので、最低でも300人ぐら

いはいるんじゃないかという話を前にたしかしたことがあったと思うんですけども、例え
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ば大野城とかはひきこもりについての実態調査みたいなのをされてますよね。民生委員に

アンケートを取るとか。それで結果を公表されてますよね。 

 なので、まず正確な人数を把握して、相談のあった方だけではなくて、アウトリーチし

ていって、要はひきこもりの方と信頼関係を醸成していく。ラポール、信頼関係を結んで

そこからつなげていくということをしないとできないと思うんですよね、この事業って。

来ただけの方を支援するのもとても大事だとは思うんですけども、恐らく委託していると

思うんですけど、想定の人数がどれぐらいいて、それでどれぐらい把握をしていて、居場

所をどう提供していくのかということをもう少し説明をお願いしたいと思うんですけども

いかがでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 中島課長。 

○保護課長（中島友子君） まずこの事業に対しましては、被保護者の就労準備支援事業

になっております。なので、今現在、生活保護受給世帯というのは1,092世帯ございま

す。その1,092世帯というのは居宅生活の方につきましてはケースワーカーが最低でも年

３回は家庭訪問しないといけないような形になっておりますので、十分にその世帯の把握

というのはケースワーカーが家庭訪問を通じて行っておりますので、必要な支援者という

のは把握しているつもりでございます。 

 ただ、この事業は来年度から今まで生活困窮者しか行っていませんでしたが、被保護者

まで拡大してこの支援を行っていきますので、そこら辺はケースワーカーと支援員が連携

しながらこの事業を進めていきたいと思っております。 

 先ほど民生委員さんとか協力委員の方も、ケースワーカーは必要に応じて民生委員さん

に必要なケースについて意見とかも聞いておりますので、そこの中でも御意見というのは

いただいている状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） 山本委員が質問されたものの続きのような、内容の確認なんで

すけれども、就労体験とかボランティア活動等の社会体験の機会を提供するということ

で、あらかじめ市がここと連携するという、連携先をお持ちなのかどうか。少なくとも私

が知っているところでは他市というか、他市の状況なんですけど、そこで共同生活しなが

ら別のところでいわゆるリサイクルのところで衣類の分類とか簡単な作業をするようなと

ころと連携しながら働くことの意欲、喜びみたいなのを醸成していって、徐々に違う仕事
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に移っていくようなことをされているので、少なくともボランティア活動とか就労体験と

かするものを市としてこことお願いしたいというようなところを何か所かお持ちなのかど

うかちょっとお尋ねします。 

○委員長（上村和男君） 中島課長。 

○保護課長（中島友子君） こちら業務については委託をさせていただいておりますの

で、今、生活困窮者の就労準備支援事業も既に行っているんですが、就労先というのは何

か所かそこの委託しているところと連携して実際に荷造りをしたりとか、そういう作業と

いうのは今、生活困窮者の就労準備支援事業を行っているんですが、そのような形で提携

先がありますので、被保護者についても同じような形で支援していきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） 少なくともどこと連携しているかというのをちょっと把握して

いただいておったほうがいいかなと思うので。これは意見です。 

○委員長（上村和男君） いいですか。連携している事業所ぐらいは持っていますよね。

そう言っていただかないと、今の答えにならないのでね。ちゃんと連携すべきところはこ

ういうところでちゃんと把握していますと、所管課ですからそれぐらいは持っていますと

言ってください。 

 ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） なければ保護課の所管のところは終わりましたので、課の入替

えのためしばらく休憩いたします。 

──────・──────・────── 

休憩 午前９時39分 

再開 午前９時40分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 説明に当たってくれる所管課が替わりましたので、濱崎部長から紹介をしていただいて

審査に入りたいと思います。 

 濱崎部長。 
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○健康福祉部長（濱崎博文君） 説明職員入れ替わりまして、高齢者支援課より職員が参

っております。自己紹介をさせていただきます。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） おはようございます。高齢者支援課長の谷と申しま

す。よろしくお願いします。 

○高齢者支援課長補佐（真鍋美香子君） 同じく高齢者支援課高齢者福祉担当の係長の真

鍋です。よろしくお願いいたします。 

○介護保険担当係長（荒尾 正君） 同じく高齢者支援課介護保険担当の係長の荒尾で

す。お願いいたします。 

○指定指導担当係長（平嶋 亮君） 高齢者支援課指定指導を担当しております係長の平

嶋です。よろしくお願いします。 

○健康福祉部長（濱崎博文君） どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（上村和男君） それでは、審査資料109ページ、御前湯高齢者入湯料一部負担

事業事業内容、利用者推移について説明を願います。 

 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 御前湯高齢者入湯料一部負担事業の事業内容、利用証

推移等について説明をさせていただきます。 

 予算資料の109ページとなります。 

 事業の目的としましては、高齢者に利用しやすい入浴機会を設けるとともに、高齢者の

健康増進と孤独感の解消の一助として利用料の一部を負担し、高齢者福祉の向上を図るも

のでございます。 

 事業内容につきましては、65歳以上の高齢者で利用書を提示することで、御前の入湯料

250円に対し100円を市が負担するものでございます。 

 利用証の交付については、令和６年９月より御前湯での交付が直接できるようになった

ところでございます。 

 利用者の推移につきましては、この表のとおりでございますが、平成27年度から28年度

にかけて少し減っておりますが、これは御前湯の利用料金が200円から250円に上がった影

響によるものと考えております。また、令和２年度からは利用者数が減っておりますが、

コロナの影響によるものと思っております。その後、令和４年度、令和５年度に向けて

徐々に回復しているという状況でございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 



 -18- 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方は挙手を願います。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） すいません、私が集中審査を選ぶときに先にこの質問をしたい

と言った内容が障がい者割引の考えはないかと言ったんですけど、よく考えたらここは高

齢者支援課でしたので、すいません、ちょっと意見になります。 

 だけど障がい者の方から障がい者の割引も欲しいなということでしたので、意見で終わ

らせていただきます。すいません。 

○委員長（上村和男君） 意見じゃなくて聞いてもいいですよ。 

○委員（山本加奈子君） 課が違うかなと思って。 

○委員長（上村和男君） 大丈夫ですよ。うちでは考えておりませんが、その課と連携し

て、以降検討してまいりますと言えばいいんだけん。 

 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 御意見ありがとうございます。せんだってこの質問が

あったときに管財課、生活福祉課のほうに確認したところ、今現在、予定はないというこ

とでしたが、内容等に応じて、必要に応じて課連携して協議をしたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） ありがとうございます。 

 赤司祥一委員。 

○委員（赤司祥一君） ちょっと一つ質問なんですけど、去年だったりとかって観月会と

か藤まつりで200円引きの券を結構大量に発行していろんなところで配っていると思うん

ですけど、これは100円引きで、200円引きを結構いろんなところにばらまいているという

言い方はあれかもしれないですけど、している中で、兼ね合いとして200円引きのほうが

割引が大きいので何か意見があったりとか、その辺の考え方をちょっと一応お聞かせいた

だきたいなと思うんですけども。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） イベント等で配布されている割引券等につきまして

は、財産区のほうでサービスの一環もしくはＰＲの一環として配布されているものと思っ

ておりますので、趣旨がこちら側の年間を通じて割引というものとはちょっと分けて考え

たいなと考えております。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） それでは、次の項目に移ります。 

 審査資料110ページ、敬老会運営費助成事業、事業内容に移ります。 

 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 敬老会運営費助成事業の事業内容について説明させて

いただきます。 

 予算資料の110ページとなります。 

 事業の目的としましては、80歳以上の高齢者の長寿を祝う敬老会の開催を支援すること

で地域の敬老の意識と高齢者福祉への関心の向上を図るものでございます。 

 補足します。新型コロナ感染が拡大していた時期には敬老会を自粛する代わりにお祝い

の品を持って見守り活動を行う自治会も表れております。見守りや交流も貴重な機会と捉

え、それを推進している立場としては今現在もやっているところがございます。 

 また、自治会においては子ども会や学生との交流などについて創意工夫されており、大

変だがやってよかったという声も多く聞かれております。 

 事業内容につきましては、敬老の日記念事業の一環として各自治会等で開催される敬老

会に対し、80歳以上の住民１人当たり2,000円を各自治会に対し交付し、その運営を支援

するものでございます。 

 内訳としましては令和６年７月31日時点の79歳以上の高齢者数9,830人、合計1,966万円

となっております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。 

 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 今後の事業費の見込みと、やり方が地域によってばらつきがある

ように聞こえたのですが、自治会ごとの高齢者の参加者数まで分かれば教えていただけた

らなと思います。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 高齢者の人数につきましては、ここしばらくは３％前

後で増えておりますので、事業費もそれに応じて増えていくんじゃないかと計画しており

ます。 

 参加者数につきましては、全ての自治会に対して参加者数を把握はしてございません。
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実際に３割程度の方が平均して参加されているという報告を受けた分につきましては集計

しておりますが、それ以外の方、欠席の方々につきましても地域の方々が記念品等を持っ

て見守りをされておりますので、それについてはほぼ全員の方々に何らかの取組をされて

いると考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） ３％ずつ増えるとのことですけど、今後2,000万円を超えた場合

に一般財源でされていると思うんですけど、事業の継続が可能なのかというのが１点と、

あと全員参加を促すのに何かされている取組などあれば。地域によってばらつきがあるの

で、運営状況報告はされているかと思うんですけれども、やっぱりただ渡しただけの自治

会もあるのかどうかとか、ものを渡すだけの自治会があるのかというのをもう少し詳しく

お聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 敬老会そのものは自治会の方々が地域事情も違います

ので、それぞれ工夫を凝らしてやられております。回収したアンケートを見るところによ

ると子ども会の方々との演技を見せてもらったりだとか、中学校のブラスバンド、こうい

ったところに演奏してもらったりとか、多くの多世代の交流、そういったものも増えてい

ると感じております。 

 貴重なコミュニティーの機会ではあるんじゃないかなと感じておりますので、これはこ

のまま継続していくのが必要じゃないかなと感じております。 

 それともう一つは、100％を目指すかどうかについては先ほど申しました敬老会につい

てはいろいろ制限がございますので、見守りを通じた取組を支援してまいりたいと思って

います。 

 実際にどういうことが行われているかといいますと、欠席された方のところに記念品等

を区長さんや民生委員さん、隣組長の方々が直接会ってお渡しするケースが多いように報

告を受けております。そのことによって高齢者の方々も家に持ってきてくれたということ

で喜びの声を多く受け取っております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方は。 

 八 委員。 
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○委員（八 一男君） 質問する前に先に効果を、見守り活動になっているという形で言

われていたのでいいことではありますが、お祝いされる人は本当に喜びを感じているのか

なというのが一番大事なことだと思うんですね。 

 ある御老人に聞くと、あそこに呼ばれていくけども非常に参加しとくのがしんどいと。

というのは、あるところが少ないもんですからひな壇に座らせて、次から次から挨拶され

て何かお遊戯があって、２時間ぐらいずっと座っとかないかんと。それやったら家の中に

入ってゆっくり寝転んどきたいというようなことも意見としてあるわけですよ。だから出

席率が二、三割というのは、僕は２割のところもありますから分かってるんですけど、以

前は高齢者が少なかったから若い人たちでお祝いしてあげようというような形でよかった

んですけど、今は主催者側も私も敬老会のメンバーですよというぐらいに区長さんがそう

いう年になっているという形から行くと、春口委員が言ってましたけど、これが今後この

まま継続でいいのか。 

 例えばコミセンごとでやるとか、成人式みたいに市主催でやるとかいう形でもっと出席

率を増やしていく方法もあるのではないかと。というのは、例えば御笠のコミセンだけで

やるとなれば、以前の小学生の友達、中学生の友達と会えるという形でそういう形でもコ

ミュニケーションが図れるというようなこともあるんじゃないかと思うので、やり方につ

いては出席率も含めて検討をすべきじゃないかなと思います。 

 それからあと１点は、筑紫地区の状況はどのようになっているんですかね。もうやめて

いるところもあるんじゃないですかね。その２点でございます。 

○委員長（上村和男君） しばらく休憩しましょうか。いいですか。 

 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 敬老会の今後の方針等につきましては、確かにいろん

な意見があると思います。ですから、中にはそういった八 委員が言われているようなこ

ともあるのではなかろうかと。それをどうこうしていくということにつきましては、自治

会からの相談を受けまして自治体のほうで、市役所のほうですべきことはやっていく。自

治会のほうに任せるべきことは任せていく。そういったスタンスでやっていくべきじゃな

いかなと思っております。 

 その中で出席率を高くすることがもちろん望ましいとは思います。そのことにつきまし

てはやはり自治会単位でやるほうが出席率は上がると思いますし、小回りの利く、配慮の

利く敬老会になっていくようなことを市役所としても支援してまいりたいと考えておりま
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す。 

○委員長（上村和男君） 係長。 

○高齢者支援課長補佐（真鍋美香子君） 筑紫地区内の敬老会の開催状況ですけれども、

全ての５市で実施している状況でございます。ただ運営について春日市のみ自治会の運営

の中で実施しているということで、残り４市は本市と同じように助成金を渡して対応する

等している状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） すいません、先ほどからるる質問が出てますけども、先ほど答弁

でありましたアンケートは集約されているんでしょうけど、そのアンケートがどのように

この予算とかいうのに反映するために蓄積というか、そのアンケートの回答とかそういう

のは集約されているんでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） アンケートの集約については80件程度ですので、簡単

な集約のみ行って基本的には各１枚１枚を読んだ中でどういう傾向があるという把握をさ

せてもらっております。 

 その中で対象者の出席者については、先ほど申しました記載があるところとないところ

がございますので、全てを把握しているわけではないんですけど、大体先ほど申したとお

り３割程度の参加があっている。ただそれについてほとんどのところが見守りを行ってい

るということで、あと参加者の声だったりとか、お世話した方々の声とか、感想とか、そ

ういったのも書いてあるので、一つ一つに目を通させてもらっているんですが、ほとんど

の自治会の中からは大変だったけどやってよかったという回答が多うございましたので、

今現時点でこの敬老会については地域についても有効なコミュニティーの場であると認識

して来年度の予算等についても同形式でやっていこうと提案させていただいております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、この項目は終わって、次の112ページの地域密着型施

設等整備補助事業の内容に移ります。 

 谷課長から説明を願います。 
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 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 地域密着型施設等整備補助事業の事業内容について説

明させていただきます。 

 事業の目的としましては、第９期介護保険事業計画、これは令和６年度から令和８年度

にかけての計画でございますが、令和７年度に整備を行う地域密着型サービスについて開

設する事業者の支援を実施するものでございます。 

 令和６年度に公募を行いまして、応募があった３件及び地域包括支援センターの整備を

行うものとして予定をする上で予算を計上しております。 

 事業の内容としましては、地域密着型サービス等整備補助金１億5,530万4,000円。その

内訳としましては、開設工事の費用等について補助するものとして、小規模多機能型居宅

介護事業所3,168万円、地域密着型特定施設入居者生活介護１億2,249万6,000円、地域包

括支援センター112万8,000円となっております。 

 施設開設準備経費補助金につきましては、対象となるサービスとして小規模多機能型居

宅介護事業所711万9,000円、定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所1,328万円、地域

密着型特定施設入居者生活介護2,293万9,000円となっております。 

 このうち定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所につきましては、この予算計上の後

に辞退の申出がありましたので、併せて報告をさせていただきます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方は挙手願います。 

 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 協議会で話していたとおりの質問なんですが、定期巡回・随時

対応型訪問介護看護事業所、いわゆる24時間の定期巡回サービス、通常の訪問介護が日中

で夜間対応型が多分夜間だけということで、こっちは24時間ということでなかなか実施す

る事業所が少なくて、やっていても多分採算が合わずに撤退してしまっているんじゃない

かなと思うんですけども、整備がうまくいっている自治体の何か調査とかやってしていか

ないといけないんじゃないかなと思うんですが、どう今後ここを整備していくのかという

ことをちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 今回の辞退の会社としましては、全国展開している会

社ではあるんですが、定期巡回を展開していくにおいて社の方針を見直すという方向性が
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出たと聞いております。実際に県内の中でどういった状況かといいますと、福岡市、久留

米市、北九州市はちょっと除外するにしても大体各市町村で１事業所か２事業所が存在し

ます。 

 筑紫野市の計画としては３事業所までは整備していきたいと思いますので、併せて令和

７年度に公募行いながら募集をかけていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 谷課長、頑張ってくださいね。予算つけて予定したところがな

くなっちゃったというと大変だと思いますけど、頑張ってください。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） ありがとうございます。 

○委員長（上村和男君） それじゃあ、次の項目に行きます。 

 113ページ、シルバー人材センター運営補助事業、組織体制、活動状況に入ります。 

 谷課長から説明願います。 

 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） シルバー人材センター運営補助事業、組織体制、活動

状況等について説明させていただきます。 

 事業の目的としましては、シルバー人材センターの運営費及び事業について補助するこ

とで高齢者の就業機会の確保と福祉の増進が可能となり、高齢者の経験や能力を生かした

活力ある地域社会づくりを促進するものとします。 

 事業の内容としましては、シルバー人材センターの運営費を補助しているものでござい

ます。 

 シルバー人材センターの組織体制につきましては、役員が12名、理事が10名、監事が２

名、事務局９名、正規職員４名、嘱託職員４名、臨時職員１名、シルバー人材センターの

活動状況としましては、活動内容としましては雇用によらない就業機会の提供事業、受託

事業としては剪定、草刈等。独自事業としましては刃物とぎ、パソコン教室等。雇用によ

る事業就業機会提供事業につきましては、労働者派遣としてパン工場への派遣、または小

中学校教員の業務支援員としての派遣がございます。 

 高齢者の就業機会の確保等の普及啓発等の事業につきましては、広報誌「天拝山」や

「ちくしの」、新聞の折り込みチラシ等で行っており、安全適正就業推進事業としまして
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は安全就労に係る講習会、研修会。相談事業につきましては就業相談、入会説明会。研修

講習事業としては就業に必要な技能に係る講習会、研修会を行っております。 

 活動実績としましては、令和５年度は契約件数2,344件に対し、契約金額２億1,969万

4,097円、令和４年度につきましては契約件数2,070件に対し、契約金額２億850万805円と

なっております。 

 以上で報告を終わらせていただきます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。ありませ

んか。いいですね。 

 佐々木委員。 

○委員（佐々木忠孝君） すいません、役員、理事10名の算出根拠と主な業務内容を教え

てください。組織体制の役員12名のうち理事10名の算出根拠、それと主な業務内容を教え

てください。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） シルバー人材センターの役員構成等につきましては、

公益社団法人ですのでシルバー人材センターの定款のほうで定められており、シルバー人

材センターのほうで定めて定款に記されているところでございます。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 登録者数と女性の割合を教えていただけたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 登録者数につきましては令和６年３月末で合計535

名、その内訳としましては男性が408名、女性が127名となっております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 女性が少ない原因が分かれば教えていただけたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 女性が少ない原因につきましては、主に業務の内容が

草刈りであったり、剪定だったり、外での単純労働の作業が多いことが主な原因だと考え

ております。 

 実際に市のほう、県のほうでも女性会員を増やす取組、指導、そういったものを今行っ

ておりまして、そういった肉体労働よりも女性でもできる仕事、そういったものについて
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は創意工夫を凝らしていけるようにシルバー人材センターとも一緒に考えていきたいと考

えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 多分、令和５年９月ぐらいに空家産業、市とシルバー人材がパ

ートナーシップ協定か何かを結んでたと思うんですけど、それこそ空家の管理の中の仕事

が例えば目視による巡回点検とか、草木が茂っていないかの確認とか、郵便受けの確認と

かをするようにシルバー人材のホームページにあったんですけど、それこそそういうのっ

て女性でもいいのかなと思って、そういうことがあっていることを知らない方もいるんじ

ゃないかと思うんですが、周知をもう少しされたらどうかなと思うんですけどどうでしょ

うか。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 委員さんおっしゃるとおり、シルバー人材センターの

業務内容については先ほど言ったような肉体労働が多いようなイメージが多いと思いま

す。徐々にパソコンとかそういった作業もできる高齢者の方も増えていくと思いますし、

そういった生活支援的な、もちろん委託業務になりますのでちょっとボランティア的なも

のについては制限されるんじゃないかなと思いますけど、そういったいろんな新しいジャ

ンルへの取組、こういったものについては近隣シルバー人材センターの例えば広報だと

か、そういったのも見ながら研究していきたいと思いますし、市民の方々にも広報のほか

にもいろんな営業、そういったものも今後行ってもらおうと思っておりますので、それに

ついては研究させていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 昨今、労働者の不足というのが懸念されています。各業種、運送

業とか様々だと思いますけども、そうした中ですいません、この就業機会の提供事業とい

うものはあくまでもシルバー人材センターの組織が開拓をしていくんですか。それとも市

も後押ししてそういったところも広げていくというところを担っているのかちょっと教え

ていただけたらなと思います。 

○委員長（上村和男君） 谷課長。 

○高齢者支援課長（谷 昌義君） 基本的には独立した一つの企業ではございますので、
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そこの取組の中でやっていくものだと認識しております。ただ、市のほうも補助金等は出

しておりますので、そこの方針については一緒に考えていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 女性会員が少ないというのは前から少し課題でもありましたの

で、そういう方面の支援もまた頑張っていただきたいと思います。 

 じゃあ、この所管課はこれで終わりですよね。課を入れ替えますが、20分まで休憩いた

します。 

──────・──────・────── 

休憩 午前10時09分 

再開 午前10時20分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これからは教育部に入りますので、教育部長おいででございますので、一言御挨拶をい

ただいた上で説明に当たってくれる所管課の紹介をしていただいて審査に入ります。 

 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 皆様、こんにちは。教育部長の長澤でございます。日頃から

教育行政の推進に御理解と御協力、御指導いただきありがとうございます。本日の令和７

年度筑紫野市一般会計予算審査、教育部の集中審査につきましては29項目の審査をお願い

しているものでございます。所管課長より簡潔に説明をさせますので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 それでは、出席しております教育政策課の職員が自己紹介をいたします。よろしくお願

いいたします。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 皆さん、お疲れさまです。教育政策課長の轟でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○庶務担当係長（末次勝也君） 皆さん、お疲れさまです。教育政策課庶務担当係長の末

次と申します。今日はよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） じゃあ、審査資料115ページ、児童生徒数及び今後の生徒増減

の見通しについて説明を願います。 



 -28- 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） それでは、児童生徒数及び今後の生徒増減の見通しにつ

きまして、御説明申し上げます。 

 令和５年度から令和10年度までの学校ごとの児童生徒数の実数及び今後の推計表でござ

います。この児童生徒数の推計につきましては、毎年、学級編制の基準日であります５月

１日の数値を基に作成しているものでございます。そのため、掲載しております資料につ

きましては、９月の決算審査資料で提出させていただいたものと同じものでございます。 

 全体としましては増加傾向が続いておりまして、令和10年度推計値は令和６年度の実績

値と比較しまして７％の伸びとなっております。特に二日市小、筑紫小、筑山中の伸びが

顕著となっております。 

 一方で、山口小、原田小、天拝小、筑紫野南中は減少する見込みとなっております。 

 なお、推計を算出するに当たって根拠となる数値につきましては、住民基本台帳データ

を基にした就学前のゼロ歳から５歳児の増減率、それから学校入学時の転出入、私立学校

選択等に伴う増減率、過去の児童数の増減状況、近隣の開発動向などを考慮しているとこ

ろでございます。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。 

 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） これは代表質問でもお尋ねをしたところではございますけれど

も、二日市東小学校、筑紫小学校、結局、増加傾向の推移をしているかと思います。そう

した中で今回、二日市東小学校の増改築等で対応を一部なされていくという方針だとは思

いますけれども、先ほど説明がございましたとおり、減少している学校もございます。将

来的に見据えた中で新しくやはり通学区域の見直しというものはやっぱり既設の学校があ

る以上、なかなか保護者の御理解が得られないことが多いかと思います。しかしながら、

新設であれば一定の御理解も得られながら通学区域の見直しもできるんじゃないかなとも

考えております。 

 そうした中で、私たちの会派は二日市東小と筑紫小がやっぱり人口推計が多い地域でご

ざいますから、そういった中で永岡地区であるとか、その間を取って、そういったところ

に整備をしてはどうかというところで今、会派としても考えがまとまっているような状況

でございますけれども、全体を通してやはり新設も含めて見直す時期に来ているんじゃな
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いかと思うんですけど、改めて市の見解をお伺いしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 現在、本市におきましては地域の特性により増減がござ

いまして、開発でありますとか、土地区画整理事業地内、それから鉄道駅周辺、そういっ

たところにつきましては増加傾向が顕著でありまして、郊外では昭和中期から平成初期に

かけて造成されました住宅地では減少傾向にあるものと思っております。 

 しかしながら鉄道駅周辺にあっても近い将来には人口増傾向は頭打ちとなってくる可能

性が高いものと考えておりますので、今後も人口動態を慎重に勘案しながら新設校は大変

莫大な予算を伴いますし、できるまでに５年から10年、ひょっとしたら地域の同意が得ら

れなければそれ以上かかる可能性もございますので、それらも含めて慎重に考えてまいり

たいと考えております。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） それに加えて、今、特別支援学級の数も増加傾向であります。そ

うしたときにやはりクラス数が足りなくなるんじゃないかという懸念もあるところです。

学校によっては特別教室を支援学級の教室に提供されたりとか、様々御苦労があるような

現状だと思いますので、そういったところのクラス数の推移も現実的に見極めながら早急

に私は判断するべきだと。 

 今、説明がございましたけど５年から10年かかるということであればなるべく早めにそ

ういったところも踏まえて検討をしていくべきだろうと思っておりますけれども、今回、

小学校で今、申し上げましたけれども、全体的に含めてこれは一度整理するべきだと思い

ますけれども再度見解をお伺いしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 今おっしゃられたように児童生徒数だけではなくて今、

傾向としては特別支援学級数が増加の一途をたどっているというところもございますの

で、それらも含めて検討してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 赤司祥一委員。 

○委員（赤司祥一君） ちょっと関連した質問になるかなとは思うんですが、例えば二日

市小学校で言うと、９年度932人がマックスだと思うんですよね。６年度のところから比

べると105人増えている。今、二日市小学校は仮設校舎を造って１番運動場を壊して造る
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という計画だと思うんですけど、この105人プラスというのまで、９年度はまだできてな

いと思うんですけど、そもそも入るのか、受け入れられるのかどうかというのと、例えば

ＪＴ跡地に仮に住宅ができてしまうとなったときにもっと上振れの予想になる可能性もあ

るんじゃないかなと思っていて、逆に数字的に何人まで受け入れられる、これを超えたら

本当にまずいとか、そういう数字のラインとかって引かれているのかどうかというのをち

ょっとお聞かせいただければなと。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 今おっしゃられた数値的なものにつきましてはございま

せん。どちらかというとクラス数が増えるか増えないかというところで判断をさせていた

だいておりまして、例えば35人までであれば１クラスでいいんですけれど、１人増えれば

36人学級というのはございませんので、18人学級が二つという形になってまいります。ク

ラス数を基調にした教室数確保という観点で捉えておりまして、二日市小学校につきまし

ては具体的に申し上げますと令和８年度までは現校舎で転用可能でございますので、クラ

ス数が増えたとしてもそれで対応してまいりたいと思います。 

 それから令和９年度からは校舎の建て替えに伴う仮設校舎がございますので、そちらで

受入れが可能となっております。そういった形で児童生徒数、数ではなくてクラス数を基

調とした捉え方で校舎の整備をさせていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） 先ほどから前田委員と赤司委員が言われたのに共通するんですけ

ど、生徒の変動というのは説明がありましたので理解できたんですけど、特別支援学級に

なると県の教育委員会のほうでの配置、加配措置になるんでしょうけど、やっぱりそこら

辺、支援学級が増えているということを鑑みると５年先、10年先というのもきちんとそう

いうところは働きかけをやっていかないと学級が増えても先生が追いつかないという状況

もきちんと把握して働きかけをやっていきたい、やっていただければと思うんですけど、

そこら辺の見解はいかがですか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 教職員の確保につきましては、昨年度、一昨年度、非常

に厳しい状況であったということでございますので、学校教育課のほうが所管であり、県

の教育委員会のほうに対して必要な要望等をさせていただいているというところでござい
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ます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。 

 髙原委員。 

○委員（髙原良視君） 通学地域の問題ですけど、今は何でもやり取りされているんです

が、そのときの子どもさん、小学生とか中学生、そのときだけやね。あんたたち質の悪か

ったとねという話になるわけよ、極端な言い方すればね。そういう問題で片づけてはいけ

ないと。みんなね、あと10年待っておったらゆっくりできるよと、そういう問題でもない

し、もう少し真剣に通学区域とか、校区とか、そういう問題をやっぱり真剣に考えてもら

わないかんと思う。 

 私もそれこそ昔の話ですけど、１クラス50人で12クラスあった。中学校のときね。そう

いう時代もある。だから質の悪かったかどうか知らんけど、楽しかったということもあり

ましょうが、そういう問題も含めてもう少し校区再編も真剣に、校区再編って人の首がか

かるくらいの大変な仕事なんですよ。だからやっぱりそれも真剣に事務局も併せてしてい

ただきたい。 

 それともう一つ、校区の中から別の学校に行けるような制度があって、例規の中にも入

ってますね。ここはどこどこに行けますよというので。それをもう少し皆さんに周知をし

たらどうかなと思うところでございます。 

 もう一つ、これに載っている分、ここの学校からここの学校に行けますよと、この区域

の住所要件で。それには例外規定はないですよね。 

○委員長（上村和男君） しばらく休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午前10時35分 

再開 午前10時37分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） じゃあ、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 今、髙原委員のほうから御質問がありました例外規定の関係

で原則はないんですが、その児童生徒の事情によっていろいろ話を聞いて必要であれば

今、上村委員長のほうからお話がありましたいじめの関係であるとか、そういった部分で
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必要であれば検討している分はございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 髙原委員。 

○委員（髙原良視君） その前に１点、質問していた分の回答がなかったというのが一つ

ですね。それから今、教育委員会でという判断でございますが、例えばということでいじ

めという言葉がありましたが、そういうの幾つか何かあれば先ほどの休憩中、委員長が言

われておった言葉とか、いじめとか、いろんな言葉がありましたけど、住所の届出の関係

も当然ながらいろんな問題があるときは住所の分は絶対出さないとか、そういうのは承知

した上でしてますので、そういうものが幾つか項目的に大きく出されれば出していただき

たいと思います。 

○委員長（上村和男君） 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 委員長、その内容が所管課、次の学校教育課のほうに関連が

ありますので、そちらのほうでまた御説明差し上げてよろしいでしょうか。よろしくお願

いします。 

○委員長（上村和男君） じゃあ、そういたします。 

 ほかありませんか。 

○委員（髙原良視君） 説明はなし。１点目はなし。再編とかいろんな問題は。 

○委員長（上村和男君） 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 校区再編の関係につきましても、学校教育課のほうでその関

係ちょっと説明させていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） なければ116ページの小中学校管理運営事業、事業内容に移り

ます。 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） それでは、小中学校管理運営事業、事業内容につきまし

て御説明申し上げます。 

 まず、小中学校管理運営事業の目的、内容につきましては、学校の教育活動に必要な消

耗品や教材の購入など、管理運営費を各小中学校へ予算配当し、計画的かつ効率的に執行

し、教育環境の充実を図るものでございます。そのうち教材費につきましては、教材等の
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教育活動において、教職員及び児童生徒が使用する教材の購入費でございます。 

 なお、学校予算の配当にあっては、普通学級及び特別支援学級の児童生徒数や学級数の

増減等に配慮し、必要な額を計上しております。 

 まず、１、小学校管理運営事業の予算額は6,195万円でございまして、財源は全て一般

財源となっております。そのうち需用費の教材費の額としましては601万1,000円でござい

まして、各学校ごとの内訳につきましては、記載のとおりでございます。 

 次に、２、中学校管理運営事業の予算額は4,018万円でございまして、財源内訳としま

しては、その他５万円、一般財源、4,013万円でございます。そのうち需用費の教材費の

額としましては292万3,000円でございまして、学校ごとの内訳は記載のとおりでございま

す。 

 なお、教材費の予算計上にあっては普通学級、特別支援学級の各担任教諭などにしっか

りと聞き取りを行った上で必要額を計上するように小中学校にお願いをしているところで

ございます。 

 説明につきましては以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 多いところと少ないところで何に使われているのか、主なものを

教えていただけたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 分かりやすいもので言いますと、例えばですが理科のビ

ーカーでありますとか、実験に使うアルコールランプとか試験管、それから体育科で言え

ばボールとかビート板など、そういったものを購入されております。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） １人当たりで換算すると吉木小が１人当たり2,400円程度で原田

小が300円程度なんですけれども、吉木小がボールとかビーカーとかを購入されるとい

う、そういった計算でよろしいですか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 備品の購入につきましては、各年度で大きく変わってく

るところがございます。研究発表を受けてある学校につきましてはやはり教材研究とかが

必要になってまいりますので、そういったところで教材費が膨らむ年もございますし、研

究発表の翌年には教材がそれほど必要ない場合は予算額は減る傾向にあるかと思っており
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ます。 

 例えば二日市小学校の令和７年度予算額は96万円でございますが、令和５年度の決算額

は70万円でございました。筑紫小におきましては来年度の予算額は100万円に対し、令和

５年度の決算額は69万円といった形で必要に応じて予算を効率的に使われていると認識し

ております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 赤司祥一委員。 

○委員（赤司祥一君） ちょっと関連してなんですけど、消耗品なので学校の人数とかに

関係なく年によって予算が上がったり下がったりするというのは分かったんですけど、例

えば今おっしゃったビーカー、アルコールランプ、ビート板、この辺って例えば統一基準

でビーカーだったら例えば15年、20年使ったら替えるとか、いわゆる耐用年数的な形があ

るのかどうか。ないのであれば例えば各学校の判断で、割れたりは仕方がないと思うんで

すけど、古くなったから替えようみたいな、各学校判断で全部行われているのかどうかと

いうのをちょっと教えていただきたい。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） ビーカーとか試験管とか、学校の備えるべき数について

は特段の指定はないかと思いますけど、今、委員がおっしゃられるように買い替え、割れ

たものを買い替えるとか、古くなったもの、使えなくなったものの買い替え等に使われて

いるものと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） まずちょっと確認したいことが、この管理運営事業の中に教材

費と入っているんですけど、消耗品費とかも含めて入っているのか。消耗品費とか、要は

特別支援学級とか通級の分も含めて入っているという理解でいいんでしょうか。まず確認

です。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） この教材費の中には特別支援学級等で使われます教材費

が含まれております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 段下委員。 
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○委員（段下季一郎君） 通級のほうも入っているんですかね。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 入っております。 

○委員（段下季一郎君） その上でお尋ねなんですけども、まず通級のほうで使われる発

達障がいの子ども向けのコグトレという認知力強化トレーニングの教材、それが例えば二

日市中の場合は通級の予算で入っている。筑山中の場合は自費で購入しているとか、差が

あったりするんですよね。学校ごとにそういった格差というか、が生じる状況になってい

ると聞いているんですけども、これは現場からどういうふうに上がってきてそうなったの

かということですね。それを先にまず１点お尋ねしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） しばらく休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午前10時47分 

再開 午前10時50分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 教材費の選定につきましては各学校で担当教諭、担任、

それから特別支援学級教諭等と協議を行いながら学校に必要な備品を選定していただいて

おりまして、各学校からどういったものがどれだけ必要だということを把握させていただ

いているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） すいません、需用費も入っているんですかね。893万円のところ

ですかね、需用費。すいません、うち需用費で一番上に書いてあるので。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） この書き方ですけれど、需用費の中に教材費という科目

がございまして、教材費につきましては893万4,000円を計上させていただいているという

ことでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 需用費のことでちょっとお伺いしたいんですけれども、教育環境

の充実を図るということで学校の要望に対して必要に応じてされるということだったんで
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すけど、生理用品とかの要望があった場合も必要に応じて教材費なり需用費に入れること

は可能なんでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 各学校の必要に応じて需用費の中の医薬材料費という科

目がございますが、そちらで購入されることは可能と考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） それでは、次の項目に入ります。 

 117ページ、小中学校施設維持管理事業、体育館の空調整備調査委託の内容について説

明を願います。 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） それでは、小中学校施設維持管理事業、体育館の空調整

備調査委託の内容につきまして、御説明申し上げます。 

 この施設維持管理事業の予算につきましては、まず小学校費が３億4,506万4,000円でご

ざいます。うち国費が1,305万4,000円でございます。地方債として1,170万円、その他と

して3,060万9,000円、一般財源が２億8,970万1,000円となっております。 

 続きまして中学校費でございますが、１億5,773万5,000円、うち国費が1,037万5,000

円、地方債が930万円、その他が454万4,000円でございます。一般財源が１億3,351万

6,000円となっております。この一般財源のうち、委託料としまして調査業務委託料を775

万1,000円計上させていただいているというところでございます。 

 事業の目的につきましては、施設の構造や利用形態に応じた効率的かつ効果的な整備手

法を検討するための調査を行うものでございます。 

 事業内容についてですが、調査対象をモデル校として小中学校各１校を原田小学校と筑

山中学校において調査してまいりたいと考えております。 

 次に、体育館空調の導入基礎調査としまして、既存図面等の資料に基づく机上の調査、

現地調査を実施し、その後、３番目の空調方式の検討を行ってまいりたいと思います。 

 内容については、空調エネルギー、空調システム、空調能力の比較検討、それから概算

事業費の算出を行いたいと考えております。 

 最後に、その他としまして機能追加等の検討ですけども、防災機能の強化、保守管理体
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制、断熱性について調査してまいりたいと考えているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 何かありますか。 

 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） 説明ありがとうございます。小中学校の調査のモデル校が原田小

学校と筑山中学校になっておりますけど、本市の学校のエネルギーというか、ガスと電気

があって、そもそもなんですけど調査対象が原田小学校と筑山中学校になってますけど、

ガスと電気って断熱性も違うし、一番最後にあります防災機能とか、るる調査の追加があ

るんですけど、そういう対象というか、どのように学校の内訳というか、なっているんで

しょうか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 学校施設の空調方式の整備方式の区分につきましては、

現時点では学校の校舎空調の整備方針としましては都市ガスがあるところはガス方式、そ

れからそれ以外のところにつきましては電気方式による整備を基本としております。 

 今回は体育館の整備ということでありますので、校舎とは切り離された空間の冷暖房と

いう形になりますので、基本的な方針、先ほど申し上げましたガスがあるところはガス、

電気のところは電気という基本的な考えは踏襲しながらもより最適な空調方式を検討して

まいりたいということで調査費を上げさせていただいているというところでございます。 

 原田小と筑山中の選定につきましては、標準的な小学校の大きさの体育館である、それ

から筑山中も同じように標準的な大きさの体育館であるということで選定をさせていただ

いているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 今回、調査されるところは大きく評価したいと思います。ただし

やっぱり本当に昨年ですと猛暑日が連続して60日以上続いたりとか、太宰府市ですけど近

隣市なので同様だと思います。 

 そうした中でやはり早く設置してほしいというのが市民の願いでもあるかと思います。

そうした中でまず二つがあくまでも今回調査ということになってますけれども、モデル校

の整備までの計画、現段階でも構いませんけれども、あとそのほかの小中学校とかもやっ

ぱり方向性も一定ぜひ示していただけたら市民もいつつくんだなというのが分かれば安心
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してそれまで待ち遠しいところもあるかと思いますけどそういったので私たちも報告がで

きるので、その辺を含めてお示しいただきたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） この調査に基づいて具体的な整備のスケジュールを組ん

でいきたいと考えているところではございますが、考え方として私たちも２パターンぐら

い整備の手法としてはあるのではないかと思っております。正式な市としての方針ではご

ざいませんけれども、確定したわけではございませんが、整備の手法としてはまずは体育

館の大規模改修と並行して今後５か年以内に例えば４校ずつ整備を行っていって歳出の平

準化を図る方法、もう一つは大規模改修を予定している学校以外を優先して１年目は小学

校とか、２年目は中学校とか、そういった緊急性を優先した整備手法、これらの二つが考

えられるのではないかと考えているところではございますが、いずれにしましても調査結

果を基に具体的なスケジュール等は検討してまいりたいと考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。 

 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 二つあります。まず一つ目がちょっとＧＨＰのことなんですけ

ども、ガスと電気というお話だったと思うんですけど、ＧＨＰ、ガスヒートポンプ、要は

通常時は都市ガスで非常時にはＬＰに切り替えられるタイプのものもあると思うんです

よ。例えば大阪の寝屋川とかが導入しているやつで、停電対応型のＧＨＰというのもある

と思うんですけど、そういったものの導入を検討すべきじゃないかとも思うんですけど。

要は職員でも簡単に学校の先生でも簡単に切り替えられるのと、ＬＰのほうが復帰が早

い。やっぱり都市ガスだとガス管が断裂していれば使えなくなったりすることもあります

し、非常時には空調だけじゃなくて発電もできるので、ＬＰだったら発電その場でできる

と思うんですよね。補助金もありますし。国の緊急防災の減災事業債の活用もできるとい

うことでそういったものも考えられるのかなというのがまず１点目。 

 二つ目が断熱性能とあるんですけども、ほかの自治体でやっぱり断熱性能が低すぎて、

空調を整備したのはいいけども全然効かないという、結構失敗している自治体があるんで

すよね。体育館とか小学校も含めてですね。なので断熱性が多分一番……、一番という

か、かなり重要なんじゃないかと思うんですけども、躯体の断熱性、構造物の構造として
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の、その点いかがお考えなのかなと。追加性能ではなくて、これは基本的なほうではない

かなと思うんですけどいかがお考えでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） まず１点目でございますが、ＥＨＰ、ＧＨＰ、それぞれ

いいところがございます。ＧＨＰの中でも都市ガスとプロパンガスそれぞれのよさがござ

いますので、ハイブリッドも考えていかないといけないかなと思っております。そういっ

たところも含めて今回の調査でより効率的なものを導入できないかということで調査して

まいりたいと考えております。 

 それから、２点目の断熱性も、じゃあ、一体どこまで断熱性を持たせたらいいのか。例

えば屋根の塗装だけでいいのか、それともそれプラス窓枠の交換とか、それから壁断熱と

かそういったところまで必要なのか。そういったところも含めてこの調査の中で検討して

いきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 急がれている事業ですから、課長、頑張ってくださいね。 

○教育政策課長（轟 治峰君） ありがとうございます。 

○委員長（上村和男君） 子どもが体育館の中で体育の授業が受けられないという状況は

普通考えにくいことですから、それを整備するのが行政の責務ですから、私たちの責任で

もありますので、きちんとやってくださいね。申し上げておきます。 

 それでは次に行きます。 

 118ページ、学級数増…… 

○教育政策課長（轟 治峰君） 申し訳ありません、全般のところの説明をさせていただ

ければと思いますが、予算審査資料の８ページでございます。 

○委員長（上村和男君） どうぞ。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 学校施設、農業者トレーニングセンターの空調整備につ

いてでございます。小中学校体育館の空調整備については、施設の構造や利用形態に応じ

た効率的かつ効果的な整備手法を検討するため調査を行わせていただきたいと考えており

ます。 

 また、農業者トレーニングセンターの空調整備につきましては、簡易型空調整備を設置
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する予定とさせていただいております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。この間、農トレに行きましたらエアコンが効かな

いところがありまして、事務室は全く効いていませんでした。工事が終わった途端、効か

なくなったそうです。知らなきゃよかったんですけど、この審査の前にちょっと寄ったら

そんなことだったのでよくよくきちんとしていただかないと、やりました、壊れてますと

いう話になると何のために予算をつけてやったのか分からないとなりかねないので、そう

なっていますからね。実態を把握しておいてください。 

 それでは、いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 次に移ります。 

 118ページ、学級数増に伴う小中学校教室改修事業、事業内容に移ります。 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 学級数増に伴う小中学校教室改修事業の事業内容につき

まして御説明申し上げます。 

 事業予算は小学校費1,261万5,000円、中学校費188万1,000円でございます。全て一般財

源でございます。 

 事業目的、内容についてですが、令和８年度に学級数が増加すると見込まれ、既存教室

の改修が必要となる学校について改修工事を施工し、不足する備品を購入するものでござ

います。 

 令和８年度に教室の改修工事が見込まれる学校についてですが、４校ございまして二日

市小学校、二日市東小学校、筑紫小学校、筑紫東小学校となっています。 

 工事内容は、教室の間仕切り壁設置、空調室内機の移設、照明及びコンセント増設など

でございます。 

 備品の購入としまして教卓、配膳台、片袖デスク、書庫などでございます。 

 説明につきましては以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方は挙手願います。 

 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） 説明ありがとうございます。ここの工事内容のことでちょっと伺

いたいんですけど、教室の間仕切りの壁の設置、パーティションでしょうけど、これが可
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動式かどうかというのが一つと、もう一つはその後の空調室内機の移設と書いてあります

けど、要は一つのエアコンでやっていたのを間仕切りが入ることによって二つになるの

か、それとも何か天井部を開口して一つのエアコンをセンターに持ってくるとか、そうい

うイメージでいいのか、この２点を聞きたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） まず１点目でございますが、間仕切り壁につきましては

固定壁でございます。上部の開口もございません。 

 ２点目の空調室内機の移設の分でございますが、今、室内機を２機設置させていただい

ておりまして、室外機一つで二つの吹き出し口で冷やしたり温めたりしているんですけ

ど、間に壁が入りますので、そのうち一つを壁の向こう側に室内機を移動させて教室を冷

暖房するというようなことを考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 横尾委員。 

○委員（横尾秋洋君） 天拝小学校はもともと間仕切りがなくて廊下と出入口がつながっ

ていたと思うんだけど、私が議員になって２年目かな、あそこが開校していて、開校式に

も行かせてもらったんですけど、新たなる学校方式ということで出入口をなくして全部オ

ープンであったので、あのときは非常にいいなと思ったんだけど、こういう空調になって

くるとちょっとそれでは効かないのかなと思って、その辺がどうなったか教えてくれませ

んか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 天拝小学校につきましては高学年のところはクローズド

ですけれど、低学年のところは今委員がおっしゃられるようにオープンスタイルになって

おりまして、オープンスタイルのところには床暖房が入っておりますので冬はそれで対応

可能ですし、廊下の部分にもほかの学校とは異なりましてエアコンがございますので、そ

れで夏場はクーラーが効くというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、次の項目に移ります。 

 審査資料120ページ、小学校エレベーター整備更新事業、事業内容について説明を願い
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ます。 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 小学校エレベーター整備更新事業の事業内容につきまし

て、御説明申し上げます。 

 事業予算額が8,906万6,000円でございます。うち国費が1,263万9,000円、地方債が

1,130万円、その他でございますが3,256万3,000円でございます。一般財源が3,256万

4,000円ということでございます。 

 事業の目的、内容につきましては、身体に障がいのある児童や高齢の来校者などが自ら

あるいは介助者の手助けにより、各階間を無理なく安全に移動できることを目的として、

エレベーター未設置校への新設及び老朽化したエレベーターの更新を行うものでございま

す。 

 なお、エレベーターの材料不足と人材不足により、１年での工事完了が難しいため、令

和７年度、令和８年度の２か年で工事を実施させていただきたいと考えております。 

 新設につきましては、阿志岐小学校と山家小学校、更新につきましては筑紫東小学校と

なっております。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 工期が延びるということで、この予算で足りるのかというのと、

あと材料不足と人員不足が与える影響について、今後の見通しなど分かれば教えていただ

けたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） まず事業が２か年にわたり、予算が足りるのかというこ

とでございますけれど、必要額を債務負担行為として計上させていただいておりますの

で、予算につきましては何も大きな問題はないものと考えております。 

 それからエレベーターの今後の見通しでございますが、小中学校のエレベーターにつき

ましては特殊なものではございませんので、学校用のエレベーターということでございま

すので、令和５年度、６年度事業で実施させていただきました小学校は完了しております

し、それから令和６年度、７年度において実施させていただく予定の筑紫野南中学校も更

新工事が無事にと申しますか、施工業者も決まっておりますので学校エレベーターの設置

につきましては大きな影響はないものと考えております。 
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 しかしながら発注して２年ほどの期間を要するというエレベーター業界に対する懸念は

持っておりますので、その辺りは施工側としては改善していただければと考えているとこ

ろでございます。業界に対する要望でございますが、そのように考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 予算書を見ると設計が1,662万8,000円、工事が7,243万8,000円

になっているので、新設と更新のそれぞれの内訳をお尋ねします。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・ 

○委員長（上村和男君） 質疑ありませんか。 

 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） 説明ありがとうございます。２年にわたるということですけど、

実質、工事を見込んであるのは例えば夏休みとか長期の休み、新設の場合は授業とかに影

響しなければ通年でなるんでしょうけど、その辺りの３校の予定している工期をちょっと

聞かせてください。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 実際に工事する期間は令和８年度に入ってからになりま

すけれど、工事自体は児童生徒に影響のない期間で事業者と協議しながら決めていくこと

になります。といいますのが、先ほども申し上げましたように技術者がいないということ

でありますので、技術者を確保するためにこういった長い期間が必要だというエレベータ
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ー業界の特殊な事情がございますので、そういったところもありますので、早く契約する

ことで技術者をできる限り学校の休みの期間に充てられないかということで協議してまい

りたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 横尾委員。 

○委員（横尾秋洋君） 今、山本委員の質問に対して詳細に設計委託料が幾らで工事費が

幾らっていうことを言ったけど、昔は入札制度に非常に影響するから詳細な金額は教えな

いというのが普通だったんだけど、今は入札制度が決まったので、そういうことを公表し

てもいいという形になったんですかね。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 申し訳ありません。私が今申し上げた内容につきまして

は入札に関わることでございましたので、申し訳ありません、発言取消しをお願いできれ

ばと思っております。 

○委員長（上村和男君） 執行部の仰せのとおりでいいですね、皆さん。 

 田中委員。 

○委員（田中 允君） これで小中学校のエレベーターは全部完了するということです

か、全部整備されるということですか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 今、委員おっしゃられるように阿志岐小と山家小だけが

ついていなかったので、これで16校すべてエレベーターが完備されるということになって

まいります。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） それでは、次に移ります。 

 審査資料121ページ、吉木小学校教室棟大規模改修事業、事業内容について説明を願い

ます。 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 吉木小学校教室棟大規模改修事業の事業内容につきまし

て、御説明申し上げます。 
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 事業予算額が2,091万7,000円、その他が1,045万8,000円、一般財源が1,045万9,000円で

ございます。 

 事業の目的、内容についてですが、児童等が安全で安心して学校施設を使用できるよ

う、筑紫野市公共建築物長寿命化計画に基づき、吉木小学校の教室棟の大規模改修を行う

ものでございます。令和７年度に設計、令和８年度に工事を実施するものです。 

 大規模改修の概要についてですが、経年劣化による機能回復工事と社会的要因に対応す

るための機能向上工事となっておりまして、内容は御覧のとおりでございます。 

 令和７年度の事業費内訳ですが、設計業務委託料として予算額2,091万7,000円を計上し

ているところでございます。位置図に赤枠で示したところが対象の校舎となっているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） まずこの大規模改修、断熱性を高めるということ、コンクリー

トの中性化対策とか、ＺＥＢ化の工事の一環ということで高く評価いたします。 

 ただ、一つ目が窓とかの断熱もされるのかということをお聞きしたいというのがまず１

点目、二つ目が予算のほうなんですけど、その他と一般財源ということで考えておられる

ということなんですけど、この地域はハザードマップでいう土砂災害の警戒区域だと思う

んですよ。その場合だと、指定されている場合の学校施設の安全対策ということで国の補

助金とか何か活用できないのかなと。見ていると改築に必要な費用の一部を支援したりと

か、都道府県が行う砂防設備の整備のうち一定の基準を満たすものについてその費用の一

部を支援しているとか、何かそういったものが政府の答弁であっているんですけど、何か

そういったものって活用を検討されたのかなと思いまして、その点をお尋ねしたいと思い

ます。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） まず１点目の窓の断熱につきましては、サッシ等の交換

などにより機能向上を図ってまいりたい、そういったところも含めて設計をしていきたい

と考えております。 

 次に、２点目の災害対策についてですけれども、土砂災害警戒区域内、例えば急傾斜地

でございますとか、危険渓流の影響を強く受け得る区域ということは認識しておるところ

ですけれど、危険渓流とか急傾斜地に起因する災害区域内の措置につきましては、今、委
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員がおっしゃられるように学校施設を仮にそれに対応するように改修することということ

であれば強固なコンクリートで学校の窓枠も含めて潰しながら対策をしていく方法を取る

必要があるのが１点。 

 それから災害危険箇所側、学校敷地内ではなくて学校敷地外での対応となりますと地権

者合意とか危険渓流であれば砂防ダムレベルの工事が必要になってまいりますので、現時

点では校舎のほうの対応につきましては考えておらず、今回の予算計上につきましては長

寿命化計画に基づく大規模改修をさせていただきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 今このグーグルマップ上で衛星で写真を見ると、裏で何か工事

をしているんですけど、これは何の工事か把握されてありますか。学校関連のものではな

いかもしれないですけど。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 申し訳ありません。学校の裏の山の件でございますよ

ね。何の工事をしているのかというのは現時点では把握しておりません。申し訳ありませ

ん。 

○委員長（上村和男君） いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） しばらく休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午前11時27分 

再開 午前11時40分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 審査資料122ページ、二日市小学校校舎増改築事業、事業内容について説明を願いま

す。 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） それでは、二日市小学校校舎増改築事業の事業内容につ

きまして、御説明申し上げます。 

 事業予算は１億2,375万円でございます。その他としまして6,187万5,000円、一般財源
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が6,187万5,000円でございます。 

 事業内容、目的についてですが、一番下の位置図も一緒に御覧いただきながらお聞きく

ださい。 

 学校施設の老朽化及び児童数の増加に伴う教室数不足を改善し、教育環境の向上を図る

ことを目的に、教室と１、ベージュの色がついたところでございますが、こちらの増改築

を行うものでございます。 

 また、児童数の増加に伴い、放課後児童クラブの入所希望者人数が増加し、保育室の不

足が見込まれますので、校舎の増改築と併せて複合化を図るものでございます。 

 工事等の概要についてですが、１、仮設校舎賃貸借、２、既設校舎解体工事、３番目に

新校舎の建設工事をしまして、４番目に管理教室棟の改修工事、最後に附帯工事を行うも

のでございます。 

 令和７年度の事業費内訳としまして、設計業務委託料として１億2,375万円となってお

ります。 

 説明につきましては、以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手を願います。 

 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） すいません、特定財源についてちょっとお伺いしたいというとこ

ろで、教育政策課の今回の抽出するところにもすべて関連すると思うんですけども、例え

ば、今回、公立学校施設整備費負担金として国からの部分であるとか、そういった部分も

入ってきている部分もあれば、この事業のように今、一般財源と基金の繰入金で対応して

いるところもあるんですけれども、そういったところで国の補助金の対象になる、ならな

いであるとか、予算が限られた中での部分で出せるところ、出せないところがあるのか、

その辺をちょっと含めて説明をしていただきたいなと思います。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 今、委員がおっしゃられたように国の補助金、学校施設

整備負担金でありますとか、学校施設環境改善整備交付金、そういったものがございます

が、二日市小学校の今回の予算計上につきましては設計費を計上させていただいておりま

して、負担金を請求することができないんですね。工事をする際に設計費も含めて請求し

ていくこととなっておりますので、今回はこのような予算計上となっているところでござ

います。 
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 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、そういうことで、次に入ります。 

 123ページ、二日市東小学校校舎増築及び長寿命化改良事業、事業内容について説明願

います。 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） それでは、二日市東小学校校舎増築及び長寿命化改良事

業の事業内容につきまして、説明いたします。 

 事業予算額が６億9,994万1,000円、うち国費が１億2,527万6,000円、地方債が１億

1,270万円、その他として２億3,098万2,000円、一般財源が２億3,098万3,000円でござい

ます。 

 事業の目的、内容についてですが、こちらも最下段の位置図を御覧いただきながらお聞

きいただければと思います。 

 学校施設の老朽化及び児童数の増加に伴う教室不足を改善し、教育環境の向上を図るこ

とを目的に、校舎の増築及び長寿命化改良工事を行うものでございます。 

 工事の概要についてですが、まず校舎増築工事、一番左側のベージュ色のところの工事

をしつつ、２番目の管理教室棟増築工事及び管理教室棟の長寿命化改良工事を実施いたし

ます。その後に教室棟１の長寿命化改修工事を実施しながら、最後の附帯工事を行うとい

った流れを計画しているところでございます。 

 令和７年度の事業費内訳でございますが、設計業務委託料として１億5,671万7,000円、

校舎増築工事費としまして４億4,000万円、管理教室棟の増築工事費としまして１億322万

4,000円、合計の６億9,994万1,000円を計上させていただいているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手を願います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、次の項目に入ります。 

 124ページ、筑紫野中学校管理教室棟中規模改修事業、事業内容について説明をお願い

いたします。 

 轟課長。 
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○教育政策課長（轟 治峰君） 筑紫野中学校管理教室棟中規模改修事業の事業内容につ

きまして、御説明申し上げます。 

 事業予算額が2,341万9,000円、その他としまして1,170万9,000円、一般財源としまして

1,171万円でございます。 

 事業内容、事業目的、内容についてですが、位置図も御覧いただきながら、こちらもお

聞きいただければと思います。 

 生徒等が安全で安心して学校施設を使用できるよう、筑紫野市公共建築物長寿命化計画

に基づき、筑紫野中学校の管理教室棟、赤枠で示したところでございます。職員室とかが

入っている棟ですけれど、こちらの中規模改修を行うものでございます。令和７年度に設

計、令和８年度に工事を実施する予定としております。 

 中規模改修工事の概要でございますが、経年劣化による損耗、機能低下に対する機能回

復の工事でございます。主には、屋上の防水改修でございますとか、外壁改修とかを予定

しておるものでございます。 

 令和７年度の事業費の内訳についてですが、設計業務委託料としまして2,341万9,000円

を計上しているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手を願います。 

 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） これはさきの事例と同じかなと思うんですけど、中規模改修と

大規模改修の違いというのはちょっと今説明資料を頂いた中では、例えば中規模というの

は経年劣化で従来あった校舎が持っている機能低下に対する機能回復工事だけで、例えば

大規模改修というのは社会的要求に対応するための機能向上工事、新たにくっつけるもの

が入ったときに大規模改修になるのか。ここで大規模改修と中規模改修の違いがなかなか

分からなかったんですけど、今、読み取った中ではそういうことかなと思うんですけど、

そういう理解でいいんでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） まず中規模改修と大規模改修の違いということですけれ

ど、分かりやすく言いますと校舎を全部スケルトンにして校舎の長寿命化を図っていくと

いうのが大規模改修でございます。中身の改修をやらないといいますか、劣化部分のみ対

応する、中身の改修は劣化部分を対応するというのが中規模改修となっております。外壁



 -50- 

とか屋根の工事は同じように大規模改修も中規模改修も行います。中身を全部スケルトン

にして工事対応していくのが大規模改修でございます。すいません、ちょっと分かりにく

かったですかね。 

 中身の施設とか床とか壁とか全部を剝がしてコンクリートをむき出しにして工事するの

が大規模改修でございます。中身の工事を悪いところだけ改修する工事が中規模改修とい

った考え方になっております。 

○委員長（上村和男君） 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） 確認ですけど、従来持っていた機能を回復させるだけで新た

な、例えば大規模改修のほうは社会的要求に対応するための機能向上工事。これは多分バ

リアフリーであったり、断熱化であったり、省エネルギー機器への更新とか、こういう新

たな機能をくっつけるのが大規模改修と理解してよいのかとお尋ねしたんですけど、それ

でいいのでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） おっしゃるとおりでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、次の項目に移ります。 

 125ページ、筑山中学校特別教室棟中規模改修事業、事業内容について説明を願いま

す。 

 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 筑山中学校特別教室棟中規模改修事業の事業内容につき

まして、御説明を申し上げます。 

 事業予算額が1,400万4,000円、その他としまして700万2,000円、それから一般財源とし

て同額でございます。 

 事業内容の事業の目的、内容についてですが、こちらも下の位置図を御覧いただきなが

らお聞きください。 

 生徒等が安全で安心して学校施設を使用できるよう、筑紫野市公共建築物長寿命化計画

に基づき、筑山中学校特別教室棟の中規模改修を行うものでございます。令和７年度に設

計、令和８年度に工事を実施する予定としております。 
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 中規模改修の概要については、御覧のとおりでございます。 

 令和７年度の事業費の内訳ですが、設計業務委託料として1,400万4,000円を計上してい

るところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手を願います。 

 赤司祥一委員。 

○委員（赤司祥一君） ここまであったほかの学校にも共通で関連するんですけど、屋上

防水に関してなんですけど、これは前回、屋上防水をやってから例えば10年、15年、何年

たっているからやるという基準で行っているのか、それとも例えば雨漏りがあったり漏水

があったり、何か起きたところでやっているのか、基準を教えてください。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 

○教育政策課長（轟 治峰君） 今、委員がおっしゃられたように基本的には経年劣化が

ございますので、年数もありますけれど、実際、毎年、劣化度調査を屋上に上がって実際

の劣化度の判定をさせていただいておりますので、劣化の具合を見ながら順番を入れ替え

たりしながら劣化のひどいものを優先的に工事させていただくという方法で取り組んでい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。 

 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） さっきの続きのような質問なんですけど、例えば内装改修で大

規模のときには全てと書いてあるんですけれども、中規模であれば劣化部分だけというと

ころで、それでもせっかくここを扱うのであれば今の社会的な要求なんだけれども、内窓

を断熱化するとか、そういうちょっとした付け加えというのは許される範囲の、中規模改

修で許されるのか。これは多分、補助金の関係があって今回は定型業務だけですけれど

も、来年度、事業化するときにはその事業に対して補助金があってそのときに新しいもの

に対しては例えば文科省だけじゃなくて環境省とか防災とか、そういう機能もちょっと付

け加えた補助金がもらえるような形になるけど、それは中規模改修の中では許されない設

計になってしまうのかというところをちょっとお尋ねします。せっかくやるなら内窓ぐら

いはつけてもいいんじゃないかなと思うんですけれども。 

○委員長（上村和男君） 轟課長。 
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○教育政策課長（轟 治峰君） 今、委員おっしゃられるように設置年から間もなく改修

をするという場合は補助金の返還とかがございますので、そういったところは基本的には

触らないんですけど、中規模改修の際には断熱も併せて検討するように設計の中で考えて

おります。 

 ですので、必要に応じて対応できるものは改善してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。ないですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） では、これで教育政策課は終わりでございますので、午前中の

会議をこれで締めにしますので、再開を１時からということにしたいと思います。お疲れ

でございました。 

──────・──────・────── 

休憩 午前11時57分 

再開 午後０時59分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 午前中に引き続き会議を再開したいと思います。 

 最初に昨日の審査の中で……、昨日じゃなかったかな。審査資料38ページ、39ページの

危機管理課の所管のところでもう一度資料を用意して説明を願いますといっておきました

ことで危機管理課に来ていただいておりますので総務部長から何か一言言ってもらって始

めましょうかね。 

 嵯峨部長。 

○総務部長（嵯峨栄二君） 13日に説明申し上げました危機管理課の分、追加資料を本日

提出ということになっております。改めて御説明を申し上げたいと思います。危機管理課

長の中村でございます。 

○危機管理課長（中村昭治君） 中村です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○総務部長（嵯峨栄二君） 危機管理担当係長の永田でございます。 

○危機管理担当係長（永田新太郎君） 永田です。よろしくお願いします。 

○総務部長（嵯峨栄二君） どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） それでは、審査資料38ページと39ページで宿題になっていたと

いいますか、説明の保留項目がありますので、資料も提出されておりますので課長から説
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明願います。 

 中村課長。 

○危機管理課長（中村昭治君） それでは、防災事務事業及び防災システム管理事業にお

ける事業の目的、内容に自然災害及び武力等の武力攻撃と武力等の発生時というふうな記

載があった部分についての御説明をまずさせていただきます。 

 こちらのほうは国のほうが国民保護法と言われる法律、武力攻撃事態等における国民の

保護のための措置に関する法律、こちらのほうが平成16年９月17日に施行されておりま

す。それに従いまして、平成17年度から、市においてもこれに関連する事務事業としてこ

の防災事務事業の中、防災システム管理事業の中で取組をしてきたところでございます。 

 こちらのほうの説明については、以上でございます。 

 引き続きよろしいでしょうか。 

○委員長（上村和男君） はい。 

○危機管理課長（中村昭治君） 引き続き追加でお配りしております資料のほう、紙の資

料のほうになりますが、そちらのほうを御覧いただきたいと思います。 

 避難行動要支援者管理システム整備業務委託料866万6,000円に関しての説明でございま

す。 

 まず、システム導入の目的についてでございます。上段の囲いの中、まず避難行動要支

援者の台帳整備につきましては、現行、住民基本台帳、障がい者情報、介護情報等から避

難行動要支援者対象を抽出し、エクセル表で作成をしております。更新については、年に

１回行っておるところです。 

 こちらのほうのシステムを導入させていただきますと、避難行動要支援者台帳、住民基

本台帳、障がい者情報、介護情報等をシステム上で連動することができ、自動作成化する

ことが可能となります。したがいまして、更新についても随時行うことができ、最新の情

報による台帳の管理ができるものでございます。 

 続いて下段のほうの部分です。避難行動要支援者居住地の災害リスク判定についてで

す。現行では、委託業務によりハザードマップ上で災害リスクがある居住者の情報を抽出

した上で、避難行動要支援者台帳との照合をすることにより、災害リスクの判定を行って

おります。 

 システム導入後にあっては、避難行動要支援者台帳にハザードマップのデータを取り込

むことで、居住地をハザードマップに重ねて表示することが可能となります。そのため、
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災害リスクの判定が容易になるというところを大きな目的としております。こういったシ

ステムを使いながら災害リスクの高い避難行動要支援者における個別避難計画の策定を進

めていきたいと考えております。 

 個別避難計画策定の流れですが、下段に書いております①要支援者台帳の整備更新を行

いつつ、②の要支援者へ計画策定の同意を得ることといたします。こちらについては、関

係課、関係機関と連携した取組を考えております。③について、同意を得た方から計画の

策定に着手したいと考えております。こちらについても、関係課、関係機関と連携して取

組を進めてまいります。 

 個別避難計画を策定された方々については、災害時要援護者の情報を地域などで共有す

ることが可能となり、災害時の適切な避難行動につながるものと考えております。 

 中段の個別避難計画出力のイメージですが、記載の内容としては、名前などの基本情

報、緊急時の連絡先、配慮が必要な事項、ハザードマップ上での自宅の位置、支援者名簿

の名前や連絡先、避難場所や危険箇所の情報などが記載できるように想定しておるもので

ございます。 

 説明については、以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 分かりやすく以前よりもなったと思いますが、何か質疑ありま

すか。 

 八 委員。 

○委員（八 一男君） 本当に内容はよく分かりました。このシステムを見ることができ

るのは誰でしょうかね。 

○委員長（上村和男君） 中村課長。 

○危機管理課長（中村昭治君） システムは市の職員が見ることになります。説明の中で

申し上げた個別避難計画につきましては、策定終了後にあれば協定を結んでおります地域

であったり、区長さんであったり、民生委員の方々にも写しをお渡しすることが可能とな

るようになっております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） よく分かりました。ありがとうございます。 

 例えばこれもしかしたらゆくゆくになるかもしれないんですけど、例えば支援者のとこ

ろにアプリで連絡がいくようなこととかはまだそこまではないということですよね。 
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○委員長（上村和男君） 中村課長。 

○危機管理課長（中村昭治君） アプリとの連動は想定はしておりません。あくまでも紙

ベースでお渡しするように現時点では考えております。将来的には今、山本委員が言われ

たようなアプリを活用するケースも出てくるかもしれませんが、そのときは柔軟に対応さ

せていただければと考えております。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、以上で追加をお願いした説明を終わらせていただきま

す。 

 課の入替えのためしばらく休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午後１時05分 

再開 午後１時06分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 午前中に続いて教育部の学校教育課が所管する内容について説明をいただきますが、午

前中、積み残した学校教育課の方に来ていただいたときにお答えいただきましょうと申し

上げて宿題になっている分について最初にお答えいただければと思いますので。よろしい

でしょうか。新しく入れ替わったので、部長のほうで紹介してあげてください。 

 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 所管課が学校教育課に替わりましたので、学校教育課の職員

が自己紹介いたします。よろしくお願いします。 

○学校教育課長（江中 誠君） 皆さん、こんにちは。学校教育課長の江中でございま

す。よろしくお願いいたします。 

○教育指導担当係長（山下 勝君） こんにちは。学校教育課教育指導担当係長の山下と

申します。よろしくお願いいたします。 

○学校教育担当係長（鶴澤 宏君） 同じく学校教育課学校教育担当係長の鶴澤です。よ

ろしくお願いします。 

○委員長（上村和男君） それでは、江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） まず、午前中の部分で何件かございますので、説明させ
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ていただきます。 

 まず学校選択制につきまして、例外規定があるのかということでございますが、こちら

の学校選択制につきましては例外規定というのはございませんが、部長のほうも答弁され

たと思いますが、いじめ等個別的に配慮が必要な方とか、必要な場合は指定学校変更とい

う制度がございますので、そちらのほうで学校を変更していただくとか、そういうことで

対応しているところでございます。 

 続きまして２点目、校区再編の件でございます。校区再編につきましては、委員の皆様

仰せのとおり、大変重要な課題であるということは認識しておるところでございます。今

後、児童生徒の推移を見極めながら、学校選択制も含めまして総合的に検討する必要があ

ると考えておるところでございます。 

 続きまして、３点目、コグトレにつきましては、段下委員のほうからＩＣＴの環境整備

事業のほうで御質問があるというところでございましたので、そちらのほうで説明させて

いただければと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） それでは、審査資料126ページ、小中学校教諭配当定数及び教

員等配置状況について説明願います。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） それでは、各小中学校教員配当定数及び教員等配置状況

につきまして、説明させていただきます。 

 126ページになります。 

 まず表の見方ですが、左から順に学校名、教員の配当定数、教員の実際の配置数、実際

の配置数の中に含まれる講師の方の人数、それから欠員数、一番右端の欄が特別支援教育

の支援員数となっております。 

 毎年５月１日現在で児童生徒が確定しまして、それに応じて教員配当定数が決まりま

す。その配当定数に実配置数が満たない人数が欠員数となります。令和７年２月１日現在

で、小中学校合わせて13名の欠員が生じている状況となっております。欠員の理由としま

しては、定数職員の不補充が１名、産休育休職員の代替職員不補充が７名、病休職員の団

体職員不補充が５名となっております。 
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 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手を願います。 

 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 欠員が出た場合、誰がどのように対応するのかというのと、負担

軽減策があれば教えてください。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 欠員が出た場合の誰がどのように対応するのかというと

ころでございますが、県の職員になりますので、県のほうが配置するというところになり

ます。欠員が恒常化している部分もありますので、県のほうにきちんと補充するように毎

年要望は出しておるところでございますが、それが全てが満たされないというところでご

ざいます。 

○委員長（上村和男君） おらんやったときにはどうするか。 

○学校教育課長（江中 誠君） そういう意味ですかね。すいません。申し訳ございませ

ん。 

 欠員が出た場合は担任以外の方とか教頭を含めてその方たちが不補充になった方の仕事

をされているというところになります。 

 それともう１点、負担軽減になりますが、負担軽減につきましては教員業務を補助する

職員としましてスクール・サポート・スタッフをうちのほうが配置しておりますので、そ

ちらのほうで対応していただく仕事もございますので、そちらのほうの充実に今後も努め

ていきたいと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 欠員数に関してなんですけども、先ほど回答いただきました理由

といたしましては育休であったり、産休の方もいらっしゃるというところでございますけ

れども、やっぱりこういった状況が続けば安心してその方というのは育児休業であるとか

産休というのが精神的にできないんじゃないかと、そういったところも含めてしっかりと

今後も安心して働けるような配慮もぜひお願いしたいというのと、今回の欠員数に関し

て、筑紫地区において他市の状況は筑紫野市と比較してどのようになっているのかぜひお

示しいただきたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 



 -58- 

○学校教育課長（江中 誠君） こういう状態になりますと安心して産休、育休が取れな

いというところもございますので、そういうことがないように引き続き県のほうに要望し

ていかなきゃいけないかなと思っておるところでございます。 

 あと他市の状況でございますが、２月１日現在は春日市のほうが11名、大野城市のほう

が８名、太宰府が１名、那珂川市が４名となっております。ちょっと筑紫野市が13名と多

い状況でありますが、このような状況になった部分の一つとしては１月以降に産休、育

休、病休となった職員が６名おられたというところで２月１日現在でその補充ができてい

なかったというところで少し多い形になっております。こちらにつきましては順次埋まっ

てきておりまして、現在６名中３名、代替職員を配置されておりますので、現在の欠員は

10名となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありますか。前田委員、関連ですか。 

○委員（前田倫宏君） 関連です。 

○委員長（上村和男君） 議長が手を挙げてるので。 

○委員（前田倫宏君） 特別支援学級の支援員数なんですけれども、こちらに関しては特

に不足等は生じていないのか。また定員等あれば教えていただきたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 今年度の定員は70人となっておりますが、67人で２月１

日現在では３名不足しているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 赤司泰一委員。 

○委員（赤司泰一君） 教員不足の話は昨年の１月に我々筑紫地区の議長会でも要望を出

しているところであります。今回も９月の決算のときもいろいろ要望も出たところであり

ますが、この１年ということで様子を見てみようということで、うちら議会としても捉ま

えておったところなんです。 

 今回、予算ということでちょっとこの数字がこの１年間、効果があっての数字なのか、

それともどう捉まえているのか。ちょっとその課題も含めてお示ししていただきたいなと

思っているんですけど。 

○委員長（上村和男君） 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 教員不足の関係については本当に厳しい状況がございますの
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で、筑紫野市としても直接、福岡教育事務所のほうに出向いて所長さんにお会いして現状

を報告し、何とか改善してほしいといったところで県の教育長宛てに要望書を持ってお願

いに行ったところであります。 

 令和５年につきましては20名足りていなかったといったところがございましたが、６年

度は当初13名に改善し、改善といいますか、まだ足りてはいないんですけれども、不足が

少し改善したところでございます。令和７年度も正式には５月１日が基準になりますの

で、その時点でははっきりするんですが、さらに改善するようにこちらのほうも県のほう

に強く要望していきたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 今の御答弁は筑紫野市議会全体としての意向を５市で議長会で

提出していただいた要望に基づく話でしたので、特別に答弁をいただきましたので。よろ

しいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 次に行きます。 

 127ページ、学校別のフリースクール利用者数と外国人在籍者数。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 127ページ、学校別のフリースクール利用者数と外国人

在籍者数です。 

 表の見方ですが、学校名がございまして、その横にフリースクールの利用者数、その横

に外国籍児童生徒数を記載させていただいております。令和７年２月１日現在でございま

す。 

 小学校につきましては、フリースクール利用者数は９名、外国籍児童生徒数は12名とな

っております。中学校は、フリースクール利用者が13名、外国籍児童生徒数が７名、小中

学校合計としまして、フリースクール利用者数は22名、外国籍児童生徒数は19名となって

いるところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方は挙手願います。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） ありがとうございます。外国籍の児童生徒なんですけれども、

小中学校合わせて19人ということで、一人一人状況は違うかもしれませんが、日本語の状

態とかいうのをちょっとお尋ねしたいのが一つと、フリースクールに行かれている人が
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今、小中合わせて22名、例えば学校教育課のほうでフリースクールに通うのに幾らぐらい

保護者の負担があっているかというような調査とかいうのはされたことがあるのか、二つ

お尋ねします。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 外国の方の日本語の状況というのはそれぞれ違っている

と思いますが、どうしても日本語の会話が難しい児童生徒につきましては学校のほうから

要望がございまして、うちのほうが翻訳アプリをインストールしたタブレットをお貸しし

ておりますので、それで対応していただいているという状況でございます。今年度は４

台、４人の方に貸与しているところでございます。 

 あとフリースクールの関係でございますが、フリースクールはいろいろございますの

で、金額等はうちのところが把握していない状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方は。 

 白石委員。 

○委員（白石卓也君） フリースクールでお尋ねします。 

 学校とフリースクールというのは日常的にどんな連絡を取り合ってるんですかね。例え

ば出欠の状況とか、そういうちょっと日常的なことを教えてほしいんですが。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 日常的ではないんですけど、定期的に学校とフリースク

ールで連絡を取り合いまして、あとは保護者の方からは毎日学校のほうに出欠状況とかど

ういうことをしたとか連絡をしていただく中で出席扱いとかするところがございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 赤司泰一委員。 

○委員（赤司泰一君） すいません、先ほど山本委員の質問に関連なんですけど、市及び

文科省のほうですかね、必ず受入れのガイドラインというのが存在していると思うんです

けど、それに基づいた今回の予算、どういう施策で対応しているのかというのが１点あり

ます。 

 それと今後、今、外国人の労働者の在留資格というのが大分緩和されてきて家族とかそ

ういうのも呼べるというところ、急激に増えることはないと思うんですが、やっぱり想像

以上に今後増えていく可能性もありますし、またそれに伴って帰国子女の学歴の問題とか
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もやっぱりちょっとかなり独特というんですかね、教育体制というのが今後必要になって

くるんじゃないかと思っています。今タブレットという言葉があった、今後この予算の中

で外国人の児童生徒に対する多様性といいますか、なんというんですかね、それをどう予

算組みをしているのか、ちょっと難しい質問かもしれませんけどどう考えてますかという

話ですね。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） ちょっと受入れのガイドラインというところは申し訳ご

ざいません、詳細には把握はしておりませんが、基本的には外国籍の方が入ってこられた

場合、全く日本語ができないという方も当然おられます。そのときはもちろんアプリとか

を入れたタブレットを利用しながら会話を進めながらというところで今は進めさせていた

だいておって、子どもたちも毎日日本語に触れているというところで日本語の習得という

ところも結構早くされているというところが現状ございますので、ずっと貸しているとい

うわけでもございませんので、日本語の習得能力が結構早いというところで対応は今現在

しているところではございますが、今後、議長仰せのとおり、外国人が増えていってそう

いう日本語が全くできないという方が増えてきた場合につきましてはその状況に応じてそ

れぞれ対応していけたらなと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） フリースクールの利用者なんですけれども、現在、出席扱いにな

っているのかというのが１点と、あと現状の筑紫野市の不登校の生徒がどれぐらいいるの

かと、他市の状況との比較を教えていただけたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） フリースクールの方の出席扱いになっている方は22名中

15名でございます。不登校の状況につきましては、すいません、今、手元に資料がござい

ませんので、決算のほうで例年報告はさせていただいておりますが、すいません、今現状

というところでは資料はございません。申し訳ございません。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 結局、他市がフリースクールに補助を出しているおかげで行って

いる方ってちょっと増えているんじゃないかなと思うんですけど、筑紫野市は今後そうい

った状況を反映していくのかというのと、残りの７名がなぜ出席扱いじゃないのかを教え



 -62- 

ていただけたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） すいません、不登校の状況が今出てきましたので話して

もよろしいでしょうか。令和５年度になりますが、不登校の数につきましては筑紫野が

450名、春日が509名、大野城が497名、太宰府が305名、那珂川が314名でございます。筑

紫野市は３番目に多い形になっております。 

 フリースクールの補助につきましては、今現在は考えていないところでございます。来

年度につきましては、不登校に関しましては後から出てきますが登校支援員を現在５名の

ところをプラス５名で10名にするというところと、適応指導教室を教育支援センター化す

るというところでまずは不登校対策を行っていきたいなと考えておりますので、フリース

クールのことにつきましてはまた今後の検討課題だと考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） フリースクールの22名中15名しか出席でないということ

で７人なぜ出席扱いされていないのかということなんですが、保護者の希望で出席扱いに

してほしいというところでガイドラインに沿って毎日御報告をしていただくとか、そうい

うのを含めて状況を満たした中で出席扱いをさせていただいているというところがござい

ます。保護者によっては特にそういう出席とかは必要ないと言われる方もおられますの

で、そういう方たちがこの７人に含まれている形になります。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 西村委員。 

○委員（西村和子君） 先ほどのフリースクールに補助をしないというところの御説明を

伺っていると、文科省は必ずしも学校に戻すことだけを目的にしていないと。その子が社

会で生きていけるような力をつけるということに力も入れていると聞いておりますが、そ

れで言うと筑紫野市は学校に戻すことに力を入れているかのように聞こえますが、そこら

辺はどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 委員仰せのとおり、必ずしも学校に戻ることを優先にと

いうことではないというところで国のほうが指針を出しておりますので、市としましても

その方針にのっとって実施しているところでございます。まずはうちのほうでは来年度に
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つきましては登校支援員拡充とか、支援センターの設置等をやらせていただいて、その状

況に応じてまた今後の対策を考えたいと考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 大体５市同じぐらいの不登校生徒の数で、大野城が補助をするよ

うになったと思うんですけれども、大野城のフリースクールの利用状況がもし分かれば教

えていただけたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） すいません、大野城のフリースクールの利用状況は申し

訳ないですが把握していない状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） では、次に行きます。 

 128ページから129ページ、児童クラブ運営事業委託料の内訳、定員及び児童数の推移、

受入れ基準等について説明を願います。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 128ページ、129ページ、児童クラブ運営事業委託料の内

容、定員及び児童数の推移過去５年分、受入れ基準について説明させていただきます。 

 事業の目的につきましては、放課後に家庭において保護を受けることのできない児童に

対して放課後児童対策事業を行い、児童の健全育成を図るものでございます。 

 事業の内容につきましては、市内11小学校にある放課後児童クラブの運営をＮＰＯ法人

ちくしっ子ネットワークに委託している状況でございます。 

 児童クラブの受入れ基準につきましては、小学校に就学している児童で、その保護者が

労働などにより昼間家庭にいないことが入所基準となっております。 

 入所の対象者は１年生から６年生までとなっております。 

 続きまして委託料の内訳でございますが、支援員の賃金、賞与、通勤手当、延長保育手

当、それに教材費、あとは児童と指導員の保険料と事務局費、合計で１億4,967万2,500円

となっておりまして、金額のほとんどが人件費となっているところでございます。 

 次のページをお開きください。 
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 利用者数と申込み件数ということで、各学校ごとの令和２年度から令和６年度の５年間

の通年、１年間利用された方と季節のみ、夏季休暇等とか、季節だけを利用される方それ

ぞれの申込者数と受入れ数を記載させていただいております。 

 合計欄を見ていただきたいんですが、令和６年度、今年度につきましては1,622名申込

みがございまして、全員受け入れている状況でございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。 

 白石委員。 

○委員（白石卓也君） 以前にもお尋ねしたんですが、ちくしっ子ネットワークさん、随

分長い間委託を続けられていると思うんですが、契約がいろいろやり方があると思うんで

すけど、契約のやり方みたいなものがチェックされているのかなというのが一つ疑問があ

りましてお尋ねしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） しばらく休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午後１時33分 

再開 午後１時34分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） ＮＰＯ法人の契約のやり方ということでございますが、

他市では指名競争入札とかしているところもございますが、うちのほうは昔からちくしっ

子ネットワークのほうが担っていらっしゃるというところもございまして、アンケート等

でも評価が高いということ、あと民間に委託するよりも金額が安価であるところ、総合的

に判断しましてＮＰＯ法人ちくしっ子ネットワークにお願いしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありますか。関連ですか。 

 白石委員。 

○委員（白石卓也君） 昔からというのがアンケートの評価が高いというのは分からない

ことはないんですが、安価ということだけが今の時代に合っているのかなと。結局、公共
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のサービスの一つですよね、これ。だから見直しみたいなものも少し考える時期に来てい

るのではないかなと思うんですが、昔から説明がつくのがいつまでつくのかなと。アンケ

ートの評価が高いという話もあるんですが、実は来年からあなたは入れないかもしれませ

んよというようなプリントをもらったんだけどちょっと不安ですみたいな御相談も受けた

ことがあるんですね。ですから、この申込者数が全部一緒じゃないですか。受入れと申込

みが。はみ出ている人がいらっしゃらないのかなというのが一つ疑問、数字的にですよ。

これしかないんですといったらそれまでなんでしょうけども、今後のやり方みたいなもの

をある程度考える時期には僕は来ているんじゃないかなと思うんですが、いかがでしょう

か。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 受入れ数が申込み数と一緒というところは待機児童が出

ないようにというところで申込み人数が多い中でＮＰＯ法人ちくしっ子ネットワークのほ

うにお願いして全員を受け入れていただいているというところで同じ数となっているとこ

ろでございます。見直しも必要ではないかというところでございますが、今までできてい

なかった部分を今後していただけるとか、他の民間企業がされている事業と同じような事

業も今後していただけるというところもありますので、その状況を見ながら民間に変更す

るのかどうかというところも検討できればと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 一つだけ私のほうから申し上げておきますので。数か年前は議

員も総会に御案内いただいたりして出席していたんですが、一切呼ばれなくなったんです

よ。そのときに何かあったら議員も来ておりますので言ってくださいと私が代表して挨拶

したときに申し上げたんですが、そのときに絶対言わないでくださいと言ったので、もう

お亡くなりになった城間議員がかんかんになって怒って、それは何だと言って怒ったいき

さつがあるというので、そして呼ばれなくなっているので、内緒にしてやっているのであ

ればあれですから、いよいよになったら決算のときでもその運営に当たっている人に参考

人で来ていただいて質疑を行うということもあり得ることになりますので、あなたたちが

実情をしっかり把握しておられれば別ですけども、中には入れませんよと言われた人がい

たという話が議員から伝わって、あなたのほうから希望があるものは全部入れてください

と言ってそうしますという協議になっているので、そういうデータになってますというの

で少し認識に違いがありそうですから、少し心配しているところです。 
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 秘密にしているとは思いませんが、うるさいやつはそばに寄るなという話ならばもう少

し私たちも実情を知らなきゃいけませんので、あなたたちが実情を把握した上でここで報

告していただかないと知るすべがありませんので、保護者からはいろいろ聞こえてくるも

のですから申し上げているんですよ。 

 山本委員から辻󠄀本委員。 

○委員（山本加奈子君） すいません、先ほど御答弁がありましたように、民間がやって

いることをお願いしていくみたいな話で、まさに代表質問でも聞いていたんですが、長期

休暇の利用の場合の利用条件の緩和ということで、その具体的な内容、ずっと御要望して

いた内容ができるようになるのかということと、希望する人への給食提供もすごくよかっ

たなと思っておりますが、その場合の料金等は今から決まるんでしょうか。二つお尋ねし

ます。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） まず緩和の部分になりますが、これまでは１、２年生で

１年間利用した方、利用した経験がある方が３年生以上で季節利用ができるというところ

で条件を設定されておりましたので、民間ではそういうのが設定されていないので、そう

いうのを撤廃するようにというところでお願いしておりまして、そこら辺はＮＰＯ法人も

柔軟に対応するというところでちょっと来年度につきましては段階的にということで２年

生というところで再来年で完全撤廃というところで今動いていただいているところでござ

います。 

 またスポット利用ということで夏休みだけとか、春休みだけとか、そういうスポット利

用というところも今後やってくれるようにお願いしているところでございます。 

 あと給食の料金につきましては、ＮＰＯ法人で独自に実施しておりますので、夏季休暇

等で利用する人ということで申込みを取ってそれに応じてＮＰＯ法人のほうで設定されて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） 委託料の積算額の中に教材費等というのがあって、1,000万円

超えているんですね。今、令和６年度の利用者、申込み数同数なんですが、1,622人で割

ると１人当たり6,307円になるんですね。先ほど筑紫野市の小学校、中学校の教材費の説

明がさっきあったときには、小学校のほうで比較すると6,164人の子どもたちで割ると975
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円の教材費なんですね。公立の小学校で使っている教材費が975円で、いわゆる学童で使

っている教材費というのは一体何なのかというところで、これもちょっと説明いただきた

いなと。こういうところに言葉は悪いんですけど入札とか準備するところで何かが起こら

ないとは限らないという部分が非常にあるので、ここが何なのか、ちょっと御説明いただ

いて。もしも教材費が必要な学童クラブであれば、それは保護者の負担か何かでやってい

ただくのが本来の筋ではないかなと思うんですけど、この辺の考え方とか、まずは教材費

が何に使われているのかというのが分かれば説明いただいて、それの是非についてちょっ

と議論したいなと思うんですけど。 

○委員長（上村和男君） しばらく休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午後１時43分 

再開 午後１時44分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 教材費等というところでは全員で使う書籍とか、遊具と

か、そういうところでありますが、一応、１人当たり5,000円というところで積算をして

予算としては組み立てているところでございますが、実際に決算で学童のほうからうちの

ほうに来ますので、実際に使った金額で委託料としては払っているというところでござい

ます。 

○委員長（上村和男君） 何を買ってるかは分かってるんだね。 

○学校教育課長（江中 誠君） そうですね。書籍とか全員で使う遊具とかそういうとこ

ろになります。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 先ほど白石委員が申込み者数と受入れ数が同じだという指摘をさ

れたと思うんですけれども、今後全体の児童数増に伴う影響がどんなふうになるのかを知

りたいんですけれども、既存の施設で対応が可能なのかというのと、現状が多分１人当た

りの基準が1.65平方メートル、床の面積がそうだったと思うんですけれども、現状を踏ま

えて今後どうなるかをお示しいただけたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 
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○学校教育課長（江中 誠君） 児童につきましては今後もしばらく増加傾向にあるかと

思います。先ほど言いましたように１人当たり1.65平方メートルというところで条例で定

めておりますので、それに可能な限り近づけるようにということで対応していただいてお

りますが、今現在、1.65平方メートルを超えているところもございます。 

 今後につきましては特に児童増加が顕著な学校につきましては増築も含めた施設整備と

いうところも検討してそちらの解消を図ってまいりたいと考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 西村委員がやって、前田委員がやって終わりにします。 

○委員（西村和子君） 夏休みなどの保育についてですけど、いつ頃というのははっきり

覚えてないんですけど、もう長年受け入れていると１回報告を聞いたことがあったとき

に、うちのところでは駄目だったと言われている人がいたのにと思ったことがあったんで

すね。今、全員に向けてと言われたと聞こえたんですけど、何が本当なのかちょっと私、

分からなくなっているんですよ。それで本当はどうなのかちょっと遡って調べていただく

わけにはいかないですかね。何かそのときによって受け入れていると言われるときとそう

じゃないって言われるときがあるように感じてちょっとすごく疑問なんです。 

 夏休みとか冬休み、春休みは本当に困られると思うんですね。なので、そこがないとや

っぱり仕事に行けないという方もいらっしゃるので、お願いしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 129ページに令和２年度からというところではございま

すが、申込み数と受入れ数を記載させていただいておりまして、一応うちのほうとしまし

ては待機児童を出さないというところでお願いしておりますので、うちとしましては申込

みがあった方につきましては全員受入れをしていただいているというところで認識してい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） まず申込みの段階で今回ＮＰＯ法人のちくしっ子ネットワークさ

んがそのまま受け付けているような状況で、行政をかんだら実態が分かるんじゃないかな

と思うんですよね、保育所みたいに。他市の状況も私は分からないんですけど、そういっ

たのは可能なのかというのがまず１点。 
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 それと委託料の内訳の中で児童、指導員保険料等とございますけれども、例えば学校で

保険にかけるという児童さんに対して保護者負担だったと思います。学校に通われる方が

障がい等の保険に入る。任意でありますけれども、今回こちらに上がっている部分に関し

ては指導員の保険料だと何となく理解はできるんですけど、児童の部分も行政として保険

料として担わないといけないのか、そこの線引きをちょっと教えていただけたらなと思い

ます。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 申込みというところでうちがかんではどうかというとこ

ろですが、事務的には可能ではないかなと思うんですが、それも含めての委託というとこ

ろで、それをちょっと行政が担うとなると行政のまた負担というのも増になってしまいま

すので、それも含めて委託をさせていただいているところでございます。 

 もし申込みしたのに受け入れていただけなかったという声があれば、そこら辺はＮＰＯ

法人のほうに指導させていただいてきちんと受けるようにということでさせていただくと

思っておりますが、そういう声というところは今のところうちのほうにはあまり聞こえて

いないというところもございますので、そこら辺はＮＰＯ法人のほうにもきちんと確認を

させていただいて、そういうことがないようにということは今後指導していきたいと思っ

ております。 

 あとは保険料につきまして、やはり子どもの何かあったときの保険というところもうち

のほうとしては委託料の内訳、委託料として入れるべきではないかというところで入れさ

せていただいているというところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） まず保護者負担というところと行政の税を投入するところとい

う、もう少し考えをしっかりお示ししていただけたらなと。例えば給食ですと副食費は今

の学校給食法に基づくと保護者負担、例えばですね、学校において。学校に通常通われて

いるお子さんが入る保険料は保護者負担。今回、学童に関しては公金を今投じていて、そ

の差は何なのかなと。通常の学校では保護者負担というものが生じている中で、児童クラ

ブに入っているお子さんの保険料は公費で賄っているというところはどのように線引きし

ているのか、もう少し教えていただきたいなと。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 
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○学校教育課長（江中 誠君） 学校管理課の分の保険につきましても市のほうが負担し

ておる状況でございますので、学童につきましても市が負担させていただくという整理で

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 指導監査すると思うんですよね、監査すると思うんです、ＮＰ

Ｏのほうを。そのときにさっき言った、ずっと申込みと受入れ数の分も当然把握すると思

うんですけども、今後そういう申込みの要はノーコードツールとかいろいろ導入してそれ

を見れるようにしておけば監査もできるんじゃないかなと思ったんですけど、その点どう

なんでしょう。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 今のところそういう導入の予定はないんですけど、今後

そういう受入れ状況というところをどう把握するのかというところがございますが、それ

も含めてきちんと受入れ状況が分かるようにしておきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 課長ね、みんなが不信を持っているわけじゃないんですが、不

信を持たれるようなことがあったりするといけないので、あなたたちがやっぱりきちんと

実情を把握した上でこういう委託しているところとは連携を密にして議会にも報告できる

ようにはしておいてください。もう決算でやるかというような議論にはならないように、

少なくともあなた方が委託している先の話ですから。私たちの身の回りにいる保護者の人

たちからいろいろあってもみんなで子どもたちを守っていきましょうという趣旨はあると

思うので。ただそれこそ税金を使ってるんですから、皆さんにこう使ってますみたいなこ

とが明らかにできるような、そういうことにしていただくとありがたいなと思っています

ので、余計なことでしたら申し上げておきます。 

 それでは、これはこれで質疑を終わります。 

 次にします。 

 131ページ、特別支援教育推進事業、事業内容に移ります。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 131ページです。特別支援教育推進事業、事業内容でご
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ざいます。 

 事業の目的としましては、特別支援学級等に在籍する児童生徒が安全かつ安心して学校

生活を送り、きめ細やかな個別の指導ができるように環境整備を行い、特別支援教育の充

実を図るものでございます。 

 事業の主な内容としましては、特別支援教育支援員を小中学校に配置しまして、特別支

援学級等に在籍する児童生徒の生活支援介助、安全確保及び担任の指導補助の業務を行う

ものでございます。 

 下の表につきましては、令和７年３月１日時点における来年度の各学校の特別支援学級

の児童生徒数、特別支援学級数の推計値でございます。これに伴いまして支援員につきま

しては小学校は56名、前年度比６名増、中学校は23名、前年度比３名増で今年度より９名

増で支援員を設置する予定にすることとしております。 

 説明は以上でございます。 

 原口委員。 

○委員（原口政信君） ちょっとこれはずっと前田委員も私たち会派代表質問でもしてき

たんですけど、クラス数が466人で85クラス、中学校が178名の33クラス、１学年５クラス

としても小学校は２学校分以上、３学校分ぐらい、特別等を除いてですね。これがクラス

数、いわゆる子どもたちの増員だけではなくてこのことが非常にクラスが少なくなってい

るということだろうと思います。 

 ただ文科省の基準でこれはこうなってますので、先ほど言われたように特別支援教育の

支援を図るということはとっても大事なことなんですが、しかしあまりにも多過ぎてこう

いった形で文科省の指導要領に従って特学に入る子どもさんを、これは教育委員会が決め

てるんですか、それとも学校が決めているのか。それかもしくは親からの希望があって一

定の手続を踏んでやっているのかというところをきちんとちょっと説明してやっておいた

ほうがいいんじゃないかなという気がちょっとしてます。 

 それとあと筑紫地区よりも糟屋郡のほうがはるかに多いということも聞いております

し、福岡市もかなり多くて福岡市は独自の対策をしているということも聞いております。

その対策が分かれば併せてお聞かせいただきたいと思います。まずは特学に入るところの

手続をどういった形でされているのかというのをちょっと御説明いただけませんかね。言

える範囲でいいですよ。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 
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○学校教育課長（江中 誠君） 新小学校１年生については保護者からの申出が基本にな

ります。あとは在籍の方につきましてはこちらも保護者と学校のほうで確認してもらいな

がら申請をしていただくという形になりますが、こちらは教育支援委員会という委員会に

かけまして、どういう形がいいのかというところを判定していただいて、最終的には教育

委員会が決定するという形になっております。 

 以上でございます。 

 ２点目も…… 

○委員（原口政信君） 他市の。福岡市のやり方とか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） ２点目ですが、福岡市、うちの障がいの区分につきまし

ても自閉症、情緒障がい学級の入級者がとても多くなっているという状況でございます。

筑紫地区は100％学級を設置しておるんですけど、福岡市につきましてはこちらの自閉

症、情緒障がい学級の設置率が近隣他市に比べて低い状況でございますので、入学前など

で学校を選ぶ際に筑紫野市周辺の学校の市町村に引っ越されたりとかしているところも一

つの要因ではないかと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 原口委員。 

○委員（原口政信君） 今言われたように福岡市あたりは低いということで、それとあと

学校を固定していることもあるんじゃないですかね、やり方としては。特別な学校、ここ

をそういった方々の学校にしてるとかいうのがなかったですかね。それも含めて。 

 それと、じゃあ、福岡市では受け入れてもらえないから、そこまでが遠いから、通学が

できないからと言って春日、大野城、筑紫野市のほうに転居して来られるということも聞

いておりますけど、それは間違いないですかね。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 福岡市は小中学校両方とも約２割の学校しか自閉症、情

緒障がい学級というのを設置しておりませんので、設置している学校以外のところにお住

まいの方はそこの学校に行っていただくという措置を取っておられますので、そういうと

ころを考えられて他市町村に引っ越されて自分の校区の学校に行きたいというところで行

かれている方が多いのかなと思っているところでございます。 

 以上でございます。 
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○委員長（上村和男君） いいですか。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 目的のところにやっぱりきめ細やかな個別の指導ができるよう

というのって本当に大変だと思います。同じ障がいの病名だったとしても一人一人それで

も特性が違ったりするので、支援員さんを今回増やすということですごく期待もする反

面、本当に大変だろうと思うので、今現在の支援員さんの人たちも悩みながら子どもたち

と接していると思うんですね。やっぱり専門家の方がする講演会とか研修とか、そういう

のはやっぱり継続的に持っていく必要性もあるんじゃないかと思うんですが、その見解を

お尋ねします。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 支援員さんに対しての研修につきましては、例年、市と

しまして２回実施させていただいているところでございます。まず４月にうちの専門の指

導主事のほうから支援員としての心構えとか、特別支援教育の基礎知識の講話というとこ

ろをやっていただいておりまして、また２月ぐらいに外部講師を招いての技能研修という

ところを実施させていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 先ほども教室数についてちょっとお尋ねしたところもございます

けれども、改めて今、学級数も原口委員からも御指摘があったとおり増えているような状

況です。パーティションで区切ったり、使われていない教室を代用で使ったりしているの

が現状だと思います。 

 それを踏まえて、今、各学校において学級数にまだ余力があるのか。今後も多分増えて

いくと思うんですよね。そうなれば学校における空いている教室を使わざるを得ないのか

なと思うんですけど、充当的にまだまだ余力があるのか、その辺も含めてちょっと説明を

いただけたらなと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 特別支援学級につきましてはここ数年で急増している状

況もございますので、どのように増えていくのかというところも推計は難しいところでは

ありますが、増加が止まらないようであれば学校によってはちょっと厳しくなってくると

ころもあるのかなと思いますので、そちらにつきましては教育政策課のほうで推計なりを
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させていただいておりますので、数年後に厳しくなってくるとかいうところがあればきち

んと対応できるようにしていきたいと考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 横尾委員。 

○委員（横尾秋洋君） 小学校に入る方の状況はよく分かったんですが、学校に入れない

重度の身障者の人はどのぐらいおられるのか。学校で受け入れられない特殊学級か、病院

のところでされるのか、それをつかんでいるかどうかちょっと教えてください。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 市立の小中学校に通学するのが難しい方というのはちょ

っとはっきりした数は分かりませんが毎年10名前後おられます。特別支援学校のほうに通

われているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 横尾委員。 

○委員（横尾秋洋君） 当然、適齢期になってきたときに通知をされると思うんですけ

ど、そのときにやっぱり小学校に入れなくていろいろ親としては悩まれて学校に受け入れ

てもらいたいけどちょっとそこまでは無理よということで入っている。そういう人たちが

大体年間10人前後おられるんじゃないかということでいいですか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） こちらにつきましても、先ほど申しました教育支援委員

会というところでどのような学校のほうがよいのかどうか含めまして保護者の方の意向と

かも含めまして検討しまして、特別支援学校が相当なのか、小中学校の特別支援学級が相

当なのかというところを判断しまして、最終的には保護者の方と確認を取りながら通学先

を決めているという状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ちょっと待ってね。今の認識だと大分違うのであえて言ってお

きますが、筑紫野市では保護者の願いを聞くということを最後の決め手にしているんです

よ。だからなんでこんなにクラスが増えているんですかというと、保護者がそこに行くこ

とを願っているからですというのがこれまでの答弁なんですよ。あなたの今の答弁だと委

員会で協議してこうこうして決めますというと、今までとは違う。あなたたちが分けてる

のかということになって、国際機関から言われているんですよ、日本の教育はインクルー
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シブ教育ではないと。そういうことはあなたも今言ったようなことになっちゃうので、少

し訂正してもらったほうがいいかなと私は思いますね。しばらく休憩しますから、これか

ら20分まで休みます。 

──────・──────・────── 

休憩 午後２時08分 

再開 午後２時20分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） すいません、先ほど説明が少し不足していたようで大変

申し訳ございませんでした。 

 特別支援学級や特別支援学校への入級を希望される場合は、最終的には保護者の意見を

最大限尊重しまして決定をさせていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） なければ次の項目に移ります。 

 132ページ、就学援助奨励事業、事業内容について説明を願います。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） それでは、就学援助奨励事業、事業内容について説明さ

せていただきます。 

 事業の目的としましては、小中学生の子どもを持つ保護者のうち、条件に該当する者に

就学援助費または特別支援教育就学奨励費を給付し、保護者の経済的負担の軽減を図るも

のでございます。 

 事業の内容につきましては、経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対し

まして学用品費や就学旅行費、給食費等の一部を支給するものでございます。 

 そちら表で要保護、準要保護児童生徒就学援助受給者数総額の推移、見込み一覧という

ことで令和元年から令和７年までの小中学校の児童数、要保護数、要保護の支給額、準要

保護数、準要保護の支給額、それと合計額を記載させていただいております。 

 小学校は令和７年度は要保護者10人、準要保護者890人を見込んでおります。金額とし
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ましては6,641万7,521円を見込んでいるところでございます。中学校につきましては要保

護９人、準要保護511人で6,382万928円を見込んでいるところでございます。小中学校合

計は一番下に記載している金額のとおりでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） この対象者の把握って結構難しそうだなと思うんですけれど

も、これは市のいろんな税金の負担割合とか、そういうのを全部共有して行ってるんです

か。それとも課でつくっているとかいうのが一つと、システムの共有みたいなのができて

いるのかなと。把握するのがすごく大変かなと思うので、それが１個と、ここ近年では一

番対象者が少ないような気がしますが、その要因というのはどのように考えられてるの

か、２点お尋ねします。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 就学援助のシステムにつきましては、市独自のシステム

を今のところ使用しておりますが、今、標準化が進んでおりますので、標準化が終わった

後につきましては標準化で運用されるシステムに変更するように今のところ考えていると

ころでございます。 

 対象者が少ない理由というところでございますが、はっきりとは分かりませんが、まず

対象の児童数が若干減っているというところもあるのかなと思っているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかありますか。 

 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） 説明ありがとうございます。そもそもの話なんですけど、この制

度を利用するに当たってどういった経緯でこういう支援を求められているというか、制度

を利用されているのか。周知とか、いろいろあると思うんですけど、例えば学校とか、な

かなか利用するにしても利用しづらいという声を私は聞いたことがあるんですけど、分か

らないとかいうことがありますので、いま一度利用するための周知だとか、こういう経緯

でというところをちょっと説明していただければと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 
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○学校教育課長（江中 誠君） 就学援助制度の周知につきましては、まず新１年生につ

きましては就学時健康診断が10月頃にありますので、そのときに文書のほうを配付して周

知をしております。あとは広報ちくしのの４月号とか、市のホームページでも記載をして

おりますし、学校を通じて案内文書というところも随時配付をしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） 学校での周知というのはどのような形ですか。全生徒さんに配る

わけじゃないですよね、通知を。どんなかんじでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） ちょっと学校によってもいろいろ様々対応されているの

かなと思いますけど、ちょっと生活的に通常の生活が難しいと思われる方について個別に

対応されているところが多いのかなと思っております。こういう就学援助制度があるよと

いうところで周知をしているというところがあるかなと思います。（「全生徒に配って

る」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村和男君） 全生徒に配付しますよ。その上でですから。 

 ちょっとしばらく休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午後２時27分 

再開 午後２時30分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 就学援助制度の周知につきましては、各学校と連携しな

がら進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） ちょっと周知についてのお尋ねであります。この表、市民からも

何度か私も相談されたことがあって、該当するのか分からないというところで、市として

は認定基準額という表を作成されているかと思います。分かりやすい例でいうと、高校無
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償化のときとかは目安の年収があったり、家庭の所得という表記だと自分が対象なのかと

いうところが分かりやすいのかなと思うんですけども、表記に関して今後そういった改善

等はできないのかちょっとお尋ねしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 改善はできると思いますので、ちょっと分かりにくいと

いうお声があるということですので、もうちょっと分かりやすい表記に変えるよう検討さ

せていただければと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 山本委員の関連になるのかなと思うんですけども、総額が減っ

ているのは対象者数が減っているというお話だったんですけども、一方で物価高がかなり

進行しているのかなと思うんですけども、今年度の予算計上はちょっとそれが反映されて

今、支給項目及び支給額というので再設定されて最新の金額がこの予算を通った後、ホー

ムページに反映されるということでよろしいんでしょうか。金額が上がるのかということ

ですね。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 金額につきましては生活保護基準に定率をかけて算定さ

せていただいておりますので、それに基づいての金額設定という形で毎年決定していると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、次へ移ります。 

 133ページ、読書活動推進事業、図書司書の活動、学校別配置について説明願います。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） では、読書活動推進事業、図書司書の活動、学校別配置

です。 

 まず事業の目的、内容ですが、学校生活におきまして子どもたちの読書活動が活発にな

るよう、環境整備を行い、読書週間の定着を図るものでございます。 

 まず図書司書の配置につきましては、小中学校１校につき１名、週４日勤務でございま
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すが、そちらを配置させていただいております。主な業務につきましては蔵書の管理、図

書購入の選書、図書室内展示の企画とか設営、あとは学習活動での図書利用の支援などを

行っていただいております。 

 あと学校別配分額でございますが、こちらに令和６年度の配分額、令和７年度の配分額

見込みを記載させていただいております。合計としまして令和６年度は850万円という配

分額でございましたが、令和７年度につきましては約200万円増額をさせていただいて

1,047万8,000円の予算を見込んでいるところでございます。 

 算出根拠につきましては、その下に令和７年度算出根拠案というところで基準として小

中学校の標準図書冊数に基づいた出し方と加算ということで、充足率に対しての加算とい

うところで配分額見込みを決定しているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。挙手を願います。 

 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） 昨年まで850万円で1,000万円超えてよかったなと思っているん

ですが、お尋ねが２点あります。来年度から学校図書コーディネーターの役割はどのよう

になっているのか。配置されたということで各小中学校の図書司書さんとの連携でどのよ

うなことをされているのかというのがまず一つ。 

 それと学校別の配分の算出根拠の基準というところで小学校が標準図書冊数割る25年掛

ける1,100円、中学校が割る30年の1,100円、この数式のもう少し詳しい説明をちょっとお

願いしたいなと思います。特に最後の1,100円は何なのかというところで説明をいただけ

たらと思います。 

○委員長（上村和男君） ちょっと休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午後２時35分 

再開 午後２時36分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） まず学校図書コーディネーターの業務内容としまして

は、学校司書に対する助言とか、業務の支援、図書研修会、学校司書の知識・技術向上に
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係る方策の検討と実施、市民図書館の支所と連携しまして市民図書館の事業の活用促進や

司書交流会の企画に関する取組、急遽学校司書の方が欠勤とかになった場合にその代替と

して臨時的に行っていただいたりとか、そういうことを行っていただいております。 

 算出根拠の基準でございますが、25年、30年というのは図書の大まかな保存の年数でご

ざいまして、1,100円というのも図書の購入費用のある程度の平均の金額というところで

1,100円という金額を設定させていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） この基準はどこが決めた基準なのかちょっと見ていただけたら

よかったんですけど。あと25年、30年、今どきの図書が25年、30年もつのかどうか。トレ

ンドとかいうのもあるんですけれども。それと1,100円の根拠が非常にあいまいだなと思

っているのは、全国学校図書館選定図書というのがそういう団体があって、毎年全国の小

中学校で購入された図書の金額を平均して数値を出してるんですね。一番新しい数字で小

学校の学校図書に買われた本の１冊の平均が1,942円なんですよ。中学校は2,020円です。

先日、新聞に文庫1,000円時代というタイトルを見て、文庫が1,000円の時代になったんだ

なと思っていて、改めてこの1,100円で小中学校で買える図書って非常に少ないんじゃな

いかなと思って、そうするとこの基準に基づいて本を配分されても、実際に買える図書は

２分の１の分量しか買えないんじゃないかなと思ったので、この基準を改めて見直すとき

が来ているんじゃないかなと思っているんですよね。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） こちらの基準につきましては、市が独自で設定している

基準になりますので、今、委員仰せのとおり、30年、25年が妥当かとか、単価が1,100円

が妥当かというところをまた検討させていただいて、今後の算出根拠についてはまた検討

させていただければと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 横尾委員。 

○委員（横尾秋洋君） この表を見ると、うまくよう逃げたなと思って。いつもだったら

標準冊数が幾らで、実数が何冊で、あとどのぐらい充足がありますよということで今まで

ずっとしてきていたのは標準冊数に５年間なら５年間でそこまであげたらいいやないかっ

て、もっと教育委員会、予算取ってからしなさいよとやって、そういう指摘がうまく反映
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されて200万円ぐらいのアップになったのかなと思っていたらどうもそうでもなさそう

で、ただ基準が辻󠄀本委員が今、質問されたような形で増えたのかなと思って、もっと我々

議会からもっと学校の図書の費用にアップしなさいよという指摘の下にこの予算ができた

のかどうか、再度お尋ねします。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 充足率100％というのは一応目指している姿ではありま

すが、こちらが平成５年に学校図書標準というのが定められた指標になっております。一

度も改訂されていないという現状がございます。あと、こちらが学級数によって図書標準

冊数が決定するということもありまして、前のところでもありました特別支援学級の学級

数も１学級として数えて図書冊数というのが決定する形になっておりますので、特別支援

学級が増加していくにしたがって標準図書冊数も増えていくというところになってきま

す。 

 そういうところもありますので、100％というところは非常に困難な状況なのかなとい

うのはまず御理解いただければと思うんですが、今後も充足率の低い学校が新しい図書を

購入しつつ、適切な廃棄を行うことで全体としてリフレッシュを行いながら、少しずつ蔵

書を高めていくような配分を検討して読書活動の充実を図りたいと考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 読書というところの観点なんですけれども、今、日本の文化とし

て漫画、コミックというものは世界にも市場も増えていってそういった漫画にも子どもた

ちが親しむというのも一ついいのかなと思います。基山とかはキングダムの作者がいらっ

しゃるので図書館に寄贈をされたりとか、そういった人気のあるようなそういった漫画と

いうものが一つの読書のきっかけになってもいいのかなと。新しい取組としてそういった

のは考えていないですかね。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 漫画、コミックにつきましても一部ではありますけど、

今現在も学校図書室のほうに基準に基づいて配置させていただいているところでございま

す。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 
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 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） すいません、令和５年に文化庁が国語に関する世論調査をした

というのが載っていて、その中で学校図書館に行くと答えた小学生が2019年で59.2％、中

学校が31.8％だったんですけど、例えば本市の利用率とかいうのは分かるんでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） すいません、図書館の利用率というところでは把握はし

てませんが、貸出しの冊数というところで言いますと令和５年度になりますけど小学校は

80.55冊、中学校は平均ですが6.94冊という形になっております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 横尾委員。 

○委員（横尾秋洋君） 私が言っているのは、教育委員会、もう少し頑張りなさいよと、

図書数を増やすために財政当局としっかりと交渉して少しでも議会から言われるような形

で対応するようにという意味で言っているわけですからしっかり頑張ってくださいよ。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 市内の小中学校の図書室が充実するように引き続き頑張

ってまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） もうなし。 

 次へ行きます。 

 134ページ、生徒指導総合推進事業、事業内容、人員配置、不登校親の会交付金の内

容。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） それでは、生徒指導総合推進事業、事業内容、人員配

置、不登校親の会交付金の内容について説明させていただきます。 

 事業の目的、内容です。いじめや不登校等の問題に起因する児童生徒が抱える悩みや取

り巻く環境などの様々な課題に対し、総合的に解決を図るための支援を行うものでござい

ます。 

 （１）で書いてあります。生徒指導担当指導主事につきましては、いじめや不登校など

の諸問題の解決を図るために児童生徒及び保護者の相談対応や各小中学校の諸問題に関す

る対応、並びに支援策などの指導助言を行っていただいております。教育委員会に２名配
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置させていただいております。 

 適応指導教室指導員につきましては、つくし学級に指導員を配置し、ヤングアドバイザ

ーの協力を得て不登校児童生徒に対し、集団生活適応への援助及び学校復帰等の支援を行

うものでございます。指導員は週５日勤務で１名、週４日勤務１名、あとヤングアドバイ

ザーは10名程度を例年お願いしているところでございます。 

 続きまして３番、登校支援員です。各小中学校に配置し、不登校の未然防止の取組や家

庭訪問等による不登校傾向の児童生徒の学校復帰等に向けた支援、指導を行うものでござ

います。こちらは小中学校に配置し、週４日勤務ということで、こちらが今年度まで５名

でございましたが、来年度は５名増員し、10名体制で行う予定としております。 

 続きましてスクールカウンセラーです。心理の専門家であるスクールカウンセラーを小

学校に派遣し、心理検査やカウンセリング等による児童や保護者の抱える心の問題などの

解決に取り組むものでございます。また、適応指導教室の指導員も兼務していただいてお

ります。こちらは週５日勤務、１名の方、あと緊急対応分としてそちらの分を予算として

計上しております。 

 続いて５番、スクールソーシャルワーカー、福祉の専門家であるスクールソーシャルワ

ーカーを小中学校に派遣しまして児童生徒を取り巻く生活環境を含めた諸課題に対し関係

部署と連携しながら必要な支援の情報提供等を行うことでその課題解決に取り組むもので

ございます。こちらは教育委員会に配置の週４日勤務２名、週５日勤務１名の予定でござ

います。 

 最後に６番、不登校の親の会との共同事業です。不登校児童生徒及び保護者への支援策

の一環として重要なテーマである高校等への進学、進路につきまして保護者を対象とした

学習会の開催や進路相談会、高校見学会を実施するものでございます。想定事業費、助成

金額、実施根拠につきましてはそちらに記載のとおりでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手を願います。 

 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） 不登校の親の会のことなんですけれども、不登校の当事者家族

の懇談会みたいな形で小中学校で計画されていると思うんですけれども、試験的にどれぐ

らいの小中学校数で計画されているのかということをお尋ねしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 
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○学校教育課長（江中 誠君） 市の取組としましては高校の進路相談会ということで年

１回開催させていただいております。文化会館で開催させていただいておりまして、例年

五、六十人ぐらいの保護者、生徒の方に参加していただいている事業でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 登校支援員についてお尋ねします。 

 ここに書いてあるのが不登校の未然防止の取組や家庭訪問等によるというところがある

んですけど、よく保護者の方からちょっと行き渋ってきたと、完璧に不登校にはなってな

いんだけど行き渋ってきたときとかにも親御さんの相談に乗ってくださる人なのか、家庭

訪問とかに来てなんで行きたくないのとか、親御さんが言ってもなかなか分からないとこ

ろの支援までしていただけるのか。結構そういう方がすごく多いんですよね。完璧に不登

校じゃないんだけどちょっと傾向がある。そういうときの対応というのはどうなんでしょ

う。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 登校支援員の業務の一つに行き渋りの見られる児童生徒

への家庭訪問というのもありますので、そういう兆候が見られる方につきましては登校支

援員が対応する形になります。 

○委員長（上村和男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） そういった場合、保護者は学校に登校支援員さんをお願いした

いと言ったらいいんですか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 学校のほうにまず相談していただいて、状況に応じて登

校支援員が対応するという形になると思います。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 楢木委員。 

○委員（楢木孝一君） スクールソーシャルワーカーについてお尋ねいたします。 

 ３名のうち１名を処遇改善で正規職員化されるというお話でしたよね。それの確認と、

３名の方が各小中学校を回られて、福祉の専門家としての課題の把握とか解決策の検討と

かそういったところに当たられるんだろうと思いますけども、３名の方がそれぞれそうい

った作業をされる中で、それの取りまとめ役といいますか、教育委員会の中での取りまと



 -85- 

め役、そして課題解決に持っていくそういった役割を持った方が教育委員会の中でどうい

った方がいらっしゃるのかということをお尋ねいたします。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 令和７年度につきましては週５日勤務の方１名の配置が

あるというところでございます。それと週４日勤務の２名の会計年度任用職員というとこ

ろを雇用する予定としておるところでございます。 

 それとスクールソーシャルワーカーの取りまとめ役というところでございますが、こち

らにつきましてはうちのほうが担当の指導主事がおりますので、スクールソーシャルワー

カーの方が学校なり保護者なりと話してきた内容につきましては、今現在は指導主事を中

心とした取りまとめということをしておりますけど、今後につきましては正規のスクール

ソーシャルワーカーが配置されるということになりますので、そちらを中心として進めて

いけたらと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 田中委員。 

○委員（田中 允君） 結局、不登校の指導、高校進学とかしてるけども、結果として学

校に行かなかったからどうなる、学校に行ったからどうなったとか、そういう成果という

か、そういう中学を卒業してからの流れのほうが重要だと思うんですけど、そこら辺り。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 不登校になった中学生の方につきましても約９割の方が

高校等に進学している状況でございます。 

○委員長（上村和男君） 田中委員。 

○委員（田中 允君） だから行かなかった人としても問題があるとか、どんな問題が発

生するのかですね。義務教育は中学までですから、高校は必ず行く必要もないから、そこ

ら辺りの中学卒業後の在り方はどのようになっているのかなということです。 

○委員長（上村和男君） しばらく休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午後２時55分 

再開 午後２時56分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 田中委員が言われるように１割弱ぐらいの方がまだ行け

ていないという状況もございますが、その方たちにつきましても卒業後も相談があれば受

けたりとか、教育委員会等に相談があれば支援に向けて対応していきたいと考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですね。 

 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） スクールカウンセラーとスクールソーシャルワーカーについてで

あります。心理状況であるとか、家庭の諸課題に対してきめ細かく迅速に対応することが

求められているかなと思います。そういった観点でお尋ねしますけれども、現在、スクー

ルカウンセラーに関しては週５日勤務の１名配置というところで相談したいという方に対

して供給というか、相談体制がきれいに取れているのか。待ち時間がそんなにレスポンス

が悪くなく対応できているのかというところをまず１点、今の１名ですからね。 

 続いてスクールソーシャルワーカーに関しては３名配置ということでございます。ただ

こちらは国が推奨しているのは各中学校区に１名、であれば２名が今足りていない。ただ

登校支援員は今増加しているというところを踏まえて拡充の今後の展望はないのかという

のをちょっとまずお尋ねしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） スクールカウンセラーにつきましては時期によっても異

なりますが、夏休み明けとかは悩んでいらっしゃる方が多いということで少し２か月ぐら

いお待ちいただくこともございますが、普段は１か月未満のうちに対応していただいてい

る状況でございます。 

 スクールソーシャルワーカーにつきましては、これまで３名をうちのほうで雇用する予

定だったところを２名しか雇用できなかったというところがございましたが、現在３名雇

用させていただいてスクールソーシャルワーカーの仕事を３名でやっていただいておりま

す。 

 来年度はそれに正職がというところで加わる形になりますので、まずはその３名での運

用というところが今始まったばかりでございますので、その内容を見ながら、他市町村で

は５名体制というところがございますので、最終的にはそこを見据えながら今後検討して
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まいりたいと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 夏休み明けはスクールカウンセラーに関しては２か月待ちという

ところであります。２か月も待てばちょっとまた心理状況も変わってくるんじゃなかろう

かとちょっと心配しているところがございまして、そういったところも含めて人員拡充等

を検討していただけたらなと思います。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） なるべく待つ時間、３か月とか２か月待ちにならないよ

う、配置については検討してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 言っときますけど、スクールソーシャルワーカーだけじゃなく

て現場にいる教職員も対応しているということ、そして一緒になって連携しながらやると

いう仕組みですよね、これはね。やっぱり現場の教職員が対応できなければなかなか難し

いですから、なるだけ子どもたちと対応できるように教職員にゆとりをつくらないと本当

に厳しいですよね。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） すいません、何回も申し訳ないです。適応指導教室が今度、教

育支援センターに変わるということで、何がどう変わるのかというのと、筑紫野市適応指

導教室運営規則というのがあると思うんですけど、これも教育支援センターに変わること

で見直し等あるのかお伺いします。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 今現在につきましては適応指導教室つくし学級というと

ころで登校に不安のある児童生徒の学びの場としての機能だけでございますが、これに加

えて保護者の相談支援の整備とか、情報提供の場としての機能強化というところを予定し

ておるところでございます。 

 またこの教育支援センターを中核としまして学校、教育委員会の指導主事、あと登校支

援員を構成員とした連携体制というのを強化することで不登校児童生徒を多方面から組織

的に支援することが可能になりますので、この連携体制づくりについても進めていきたい

と考えているところでございます。 
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 あと、規則のほうもそれで変更する予定としております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） ありがとうございます。今の規則の中では開いている日が月、

水、金となっているんですけど、こういうのも見直しして毎日とかになったりするんです

か。相談となるとどうなのかなと思いますので。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） そちらも含めて他市の運営状況とかも含めまして今検討

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） なければ135ページ、校務系システム管理運営事業、事業内容

に移ります。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） それでは、校務系システム管理運営事業、事業内容につ

いて説明させていただきます。 

 事業の目的ですが、教職員の業務効率化や負担軽減に資する統合型校務支援システムと

学校ネットワーク環境の安定運用を図るものでございます。 

 事業の内容としましては、統合型校務支援システムと学校ネットワーク環境の安定的運

用を行うため、保守業務等を委託することに加え、増員を見込む教職員用の校務用端末及

び各種ライセンスの購入を行うものでございます。 

 事業費の内訳としましては、校務支援システムの管理運営委託料、校務系環境運用保守

等業務委託料、校務用端末、各種ライセンス追加購入、合計で5,285万6,000円を予定して

いるところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方。 

 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） 事業の内容で統合型の校務支援システムのことで新たに増員を

見込む教職員用の校務用端末と各種ライセンスの購入を行う。箱の中の三つ目の1,007万
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1,000円が当たるのかなと思うんですが、増員が何人分をこれは見込んでいるのかという

ことと、二つ目の質問は一般財源で全部見込んであるんですけど、去年この問題が上がっ

たときに最初は国の補助金をもらえるような話で残念ながらというところだったんですけ

れども、改めて教職員の業務効率化ということであれば市のいわゆるデジタル田園都市国

家構想交付金、自治体ＤＸの部分に引っかけて交付金がもらえるような形にならないの

か。 

 あるいは次のページに学校に関することであれば次のページにあるんですけれども、公

立学校情報機器整備事業費補助金というのもあって、なんらか財源として使えるものがあ

るんじゃないかなと思ったんですけど、その辺の検討がどうなって今ここに計上されてい

るのは一般財源だけとなっているのか、そこをちょっとお尋ねしたいんですけど。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） まず１点目、校務用端末の追加購入は何人を予定されて

いるのかというところでございますが、16人増というところで予定をして予算計上させて

いただいております。 

 それと、こちらの分につきまして何かしらの補助金が利用できないのかというところで

ございますが、うちのほうもそちらのほうは何か補助金がないかというところは検討させ

ていただいておりましたが、特にこの分について補助金が利用できるものがございません

でしたので、市単費として計上させていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 楢木委員。 

○委員（楢木孝一君） 説明の中にちらっと筑紫地区統一というお話がたしかなされてい

たのではないかなと思います。そのことによって導入費が少し安くなっているのかなとい

うことでございます。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 筑紫地区で同時に導入いたしますので、その点について

は安くなっているものと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 楢木委員。 

○委員（楢木孝一君） ありがとうございました。 

 それで、今年の施政方針に新しく校務支援システムを導入すると、それと自動採点シス
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テムも採用しますよと書いてございます。昨年度の施政方針にたしか教師用の指導タブレ

ット導入というのが上がっていたと思います。教員の負担軽減のために次々と新しい支援

策を導入されているということで結構なことだと思いますが、これで筑紫野市も筑紫地区

のほかの教育委員会に追いついたのかなと。ほかに来年度以降、足りないシステムがある

のかなとお伺いいたします。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 筑紫地区で同時に校務支援システムというのは導入、稼

働していきますので、その部分については筑紫地区横並びできちんと整備をされているの

かなと思っております。 

 また学校のネットワークにつきましてはゼロトラストというところで文科省が推奨する

ネットワークシステムで構築させていただいておりまして、この分は他市よりも優れたネ

ットワーク構築になっておりますので、他市よりもしのぐ部分もあるのかなと思っている

ところでございます。 

 あとはこの部分の稼働状況を見ながらまた不足している部分とかがあったら…… 

○委員長（上村和男君） 他市をしのぐようなものがあるのならこんなやつは要らんめえ

もんと言われちゃうので、別の機能でしょうからね。 

○学校教育課長（江中 誠君） 今年度につきましても必要に応じて対応してまいりたい

と考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 西村委員。 

○委員（西村和子君） ちょっと念を押すような質問になるかと思うんですけど、二、三

年前までは転勤して来られた先生たちから大野城のような校務支援システムがあると助か

るとかっていう御意見を伺ってたんですけれど、非常に優れた今度校務支援システムにな

っているということでそれであるとそのレベルからどういう内容がレベルアップしたのか

を教えていただけますか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 校務支援システムを導入することでどうなるのかという

ところでよろしいですか。 

○委員（西村和子君） 大野城が優れていると言われていたよりももっといいものになっ

ているよと言われたので、そこがアップした分はどういうことですか。 
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○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 校務支援システムにつきましては、大野城が導入してい

た校務支援システムと同じ製品が筑紫地区統一で導入されることになります。ただ大野城

が今までしていたものよりもできることというのが少し増えているというところで大野城

よりも上回っているかなと思います。 

 あとは先生が使う端末につきましては今年度新しく入れ直しましたので、速度につきま

しては非常に性能がいい端末を入れておりますので、そこにつきましても大野城よりも優

れているものなのかなと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 言わばこれによって教職員の業務の軽減につながっていくとい

うことですね。そしてそれは子どもたちと寄り添う時間ができていくということが重要な

ことでありまして、そこに影響があるのでみんなブラックの職場をちゃんとせいと言いよ

るわけですね。教育委員会もその点で苦慮しているんだとは思っていますので、そこは共

通してもう少し頑張るとしていただければと思いますので。 

 次は136ページ、小中学校ＩＣＴ環境整備事業、事業内容に移ります。 

 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） それでは、小中学校ＩＣＴ環境整備事業、事業内容でご

ざいます。 

 事業の目的、内容につきましては、令和２年度に整備しました児童生徒用１人１台タブ

レット端末について、令和７年度で運用開始から５年を迎えまして故障端末の増加やバッ

テリーの耐用年数及びＯＳのサポート終了時期が迫るなど、端末更新の必要性が高まりつ

つありますので、国が提唱するＧＩＧＡスクール構想第２期の実現のため、本市において

も端末を計画的に更新し、個別最適かつ協働的な学びの実現に資するものでございます。 

 なお、調達に当たっては国からの補助により県に造成される基金、先ほども出ましたが

福岡県公立学校情報機器整備事業費補助金を活用するものでございます。この補助金につ

きましては、（１）の四角で囲っておりますが、補助金の基準額は１台当たり5.5万円、

補助の台数としては児童生徒分の端末と予備機として児童生徒数の15％を上限として予備

機も購入することができます。補助率は３分の２で、補助の範囲としましては端末本体の

購入費、配送、据付け費、端末の初期設定作業費となっております。 

 続きまして調達の内容ですが、予定でございますが児童生徒タブレット端末を７年度の
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推計によって9,068台、予備機につきましては1,194台、予備費につきましては児童生徒数

増加の推計や過去の破損実績を勘案して、1,194台としております。 

 また、クラウド利用環境整備や既存のタブレット廃棄等も行う予定としております。 

 事業スケジュール案でございますが、県の共同調達となっております。４月に事業者が

選定されまして、５月までに事業者協議と仮契約締結を行いまして６月に契約議案を上程

できればと思っております。これによりまして10月までに利用環境の構築、端末納品、設

定作業を行いまして11月から運用開始ができればと今のところ考えているところでござい

ます。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。 

 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） こちらのほうで聞くということで。先ほども申し上げました通

級指導教室のタブレットを使って発達障がいの子ども向けの認知力強化トレーニング、い

わゆるコグトレというものがいろんな種類があると思うんですけれども、学校によって通

級の予算で予算化されていたりとか、されていなかったりとか、学校によって差があると

聞いているんですよ。筑紫小とかは無料版を使っているとか、あとはさっき申し上げまし

たように二中とかは通級の予算でコグトレが入っているとか、筑山中は個人的に購入して

使っていたりとか、予算化されているところとそうじゃないところの差があるみたいなん

ですけども、ちょっとその点がどうなっているのかというのが１点目。 

 二つ目が教材費のほうになるんですけれども、教材費が特別支援学級のほうが教材費と

か消耗品費が、例えば障がいを持った子どもが使うドリルとかそういったものが十分に予

算化されていないと、大野城市とかに比べたら予算化が不十分な部分が結構あるというこ

とで、かなり十分な学びをするのに支障が出ているような状況が出ているということで、

そういった現状について通常は現場から校長先生と協議してこっちのほうに予算が上がっ

てくると思うんですけども、そういったことをもうちょっと充実するべきではないかと思

うんですが、その点についていかがお考えでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） まずコグトレにつきましては、うちのほうで把握をして

いるのがいろんな種類があるとは思うんですが、コグトレとして把握しているのは小学校

３校というところでうちのほうは把握してたんですが、今言われるように中学校でも使わ
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れているというところで、予算の状況というところがちょっとうちのほうもまだ把握して

いない状況がございます。予算等の状況をまずは各学校の状況を確認させていただいて適

切な対応を行えればと思っておるところでございます。 

 特別支援学級に関する教材費が他市について少ないのではないか……、消耗品費もです

かね。どちらも少ないのではないかというところでございますが、すいません、こちらが

教育政策課の所管にはなるんですけど、こちらにつきましても他市の状況等も把握しなが

ら適正な価格にできるようにしたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員から西村委員で終わります。 

 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） ２点ございます。まず１点目が前回のタブレット導入時は国が補

助を出して市が単独で調達した経緯があったかと思います。今回に関しては県共同調達と

いうことで、例えば福岡県には60市町村ございますけれども、例えば福岡市、北九州市、

中核市の久留米市を除いて県が端末を選定して調達をされるのかということがまず１点。 

 あと既存のタブレットの廃棄というところでございますけれども、まだ使える端末もあ

れば、何かもったいない気もするんですけど、その取扱いというのはどのようになってい

るんでしょうか。 

○委員長（上村和男君） ちょっと休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午後３時20分 

再開 午後３時20分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 係長。 

○教育指導担当係長（山下 勝君） 今、御質問のありました共同調達の参加自治体でご

ざいますが、福岡市、北九州市については政令市ですので共同調達の参加からは外れてお

ります。中核市の久留米市さんについては今回の共同調達は対象範囲ということで共同調

達参加の予定ということでございます。 

 それから不要になったタブレットの廃棄等の検討につきましては、端末がＷｉｎｄｏｗ

ｓ10というＯＳを搭載しておりますので、これが今年10月にサポートが切れてしまうとい
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う状況がありますので、ネットに接続したような使い方はできないという制約がございま

す。ネットにつながらない範囲で例えば市役所内での活用ですとか、関係機関での活用、

そういったところについては一部分にはなると思いますが有効活用については検討しつ

つ、廃棄についても適切な廃棄ということで進めたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

 西村委員。 

○委員（西村和子君） 最初の導入のときには児童生徒分しかなくて、先生の分がなくて

授業で使い方を示すときに支障があったと聞いていて、去年かおととし買ってもらったん

ですよね。今回も１人１台ということで児童生徒の端末しか書いてなくて、予備機のとこ

ろで1,194台とあるので、これが先生の分も含んでいるのかなと思うんですけど、そこの

辺りを説明してください。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 教師用につきましては端末の整備を今年度させていただ

いておりますので、そちらで学習系のネットワークにもつながる形になりますので、教師

につきましてはその端末で授業を行っていただくということを想定しております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 西村委員。 

○委員（西村和子君） それはさっき言ったように同じものを示して、こうやってするん

だよとできないから不便だと先生たちは言われてたんだけど、それはどう克服されるんで

しょうか。同じものなんですか。 

○委員長（上村和男君） 江中課長。 

○学校教育課長（江中 誠君） 同じものが表示できるように教師用の端末も整備してお

りますので、そういうことは今後起こらないのかなと考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、35分まで休憩しますから、教育委員会のところは学校

教育課は終わります。お疲れでした。 

──────・──────・────── 
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休憩 午後３時23分 

再開 午後３時35分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 教育部学校給食課になっておりますので、長澤部長から説明に当たってくれる所管課の

職員を紹介していただいてから審査に入りたいと思います。 

 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 所管課が学校給食課に替わりましたので、所管課出席職員が

自己紹介いたします。よろしくお願いいたします。 

○学校給食課長（八尋優一君） 学校給食課課長をしております八尋といいます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○共同調理場担当係長（田中宏一郎君） 学校給食課共同調理場担当係長の田中と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 138ページ、学校給食の説明を。 

 八尋課長。 

○学校給食課長（八尋優一君） それでは、御説明申し上げます。学校給食物価高騰対策

事業の算出根拠について御説明申し上げます。 

 事業の目的、内容といたしまして、物価高騰により給食物資が高騰する中、子育て世帯

への負担軽減を図るため市学校給食会に補助金を交付することにより、市立小中学校の保

護者負担の学校給食費の一部を減額するものでございます。 

 根拠でございます。小学校でございます。6,100人児童数に対しまして、１人当たり900

円を助成、９か月間、それで6,039万円。中学校、生徒数3,100人を予定しておりまして、

助成額1,000円、11か月、そして合計が3,410万円、総合計が9,449万円という予算を計上

させていただいております。 

 簡単ですけれども、以上で説明を終わらせていただきます。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方はお願いします。 

 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 昨今の状況ですとお米不足が懸念されております。そうした中で

本市の主食といいますか、炭水化物の摂取としてお米とパンとございますけども、本市は

週４日ぐらいお米だったかと記憶しております。そうした中で調達に影響がないのか教え
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ていただけたらなと思います。 

○委員長（上村和男君） 八尋課長。 

○学校給食課長（八尋優一君） 量に関しましては今のところ影響があるようなところは

聞いておりません。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 一旦休憩をして、補正でこの財源のところを幾らか関係してい

ますので、その説明に入ります。しばらく休憩します。休憩した後、そこに踏み込んで少

し説明をお願いいたします。 

──────・──────・────── 

休憩 午後３時39分 

再開 午後３時41分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 質疑のある方ありませんね。 

 髙原委員。 

○委員（髙原良視君） いつになったら無償化になるんですかね。 

○委員長（上村和男君） 八尋課長。 

○学校給食課長（八尋優一君） 国の動向から聞きますと、令和８年度から小学校は無償

化になるという情報は得ております。ただまだ中学校あたりとかいうのはそれから早いう

ちにという段階でございますので、情報が出次第、しっかりとキャッチして検討させてい

ただきたい、それに従いたいというところで考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 髙原委員。 

○委員（髙原良視君） 議長も今年で終わりということですので、令和８年まではおられ

ないということで、やはり国の動向というものは国のとおりしますということですから、

筑紫野市独自というような考え方を少しでもすると新聞記事になりますよ。いいことで新

聞記事になります。 

○委員長（上村和男君） 八尋課長、何か言ってみたいことがありますか。御意見として

伺っておきますぐらいにしますか。 

 八尋課長。 
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○学校給食課長（八尋優一君） 御意見として伺わせていただきます。ありがとうござい

ます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 物価高騰の観点でちょっとお伺いします。 

 一応、市内の小中学校で給食を提供されておりますけれども、学校の関係においては行

事等で給食を提供する調整の回数がそれぞれ違うというところがございます。そういった

中でなるべく給食を提供していただきたいという保護者の御意見も伺っているところでご

ざいまして、始業式の兼ね合いとかその辺も含めてなるべく市内で統一できないものか

と。その分、昼食を保護者が用意しなくてもいいという、それも物価高騰にもつながると

私は思っているので、そういう観点からですね。これは学校で決めることでもあるかと思

います。ただ保護者からの要望もあると思います。そうした中で行政として取りまとめを

ぜひ検討していただけたらなと考えておりますけれども、見解をお伺いいたします。 

○委員長（上村和男君） 八尋課長。 

○学校給食課長（八尋優一君） 給食の回数ですけれども、年間188回をそれぞれの小中

学校で予定させていただいているところでございます。先ほど前田委員からもありました

ように学校の中での行事、特に昼から何もないようなときでも188回しっかり出していた

だくようにまた検討させていただきながらまたそういった校長会あたりにも勧めさせてい

ただきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 前向きに検討していただいて頑張りましょう。これで学校給食

課が終わりますので、課が替わりますのでしばらくちょこっとだけ休憩します。 

──────・──────・────── 

休憩 午後３時44分 

再開 午後３時45分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 所管課が替わりましたので、長澤部長から職員の紹介をしてもらって始めてまいりたい

と思います。 
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 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 所管課が生涯学習課に替わりましたので、出席職員が自己紹

介をいたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 生涯学習課長の楢木です。よろしくお願いします。 

○生涯学習・青少年担当係長（野美山毅士君） 生涯学習課係長の野美山です。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（上村和男君） それでは、139ページ、生涯学習センター管理事業ですが、本

事業は、これだけは説明してもらえますかね、まずね。139ページ、生涯学習センター管

理事業、土地借り上げ料の内容について説明を願います。 

 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 生涯学習センター管理事業、土地借り上げ料の内容につ

いて説明いたします。 

 こちらの予算の中で土地借り上げ料については923万2,000円となっております。 

 事業の目的、内容につきましては、施設の適切な維持管理を行い、安全で快適に学ぶこ

とができるようにすることで施設の利用促進を図るということで、土地借り上げをしてお

ります。土地借り上げ料の内容につきましては、二つありまして、一つ目が生涯学習セン

ター第１駐車場用地、駐車台数が132台分、所在については筑紫野市二日市南１丁目1011

－１他、地籍については3,559.15平米でございます。借り上げ料が年額915万2,000円とな

っております。 

 二つ目が生涯学習センター第４駐車場への進入道路用地でございます。所在につきまし

ては筑紫野市二日市南１丁目810番６、地籍につきましては118平米、借り上げ料について

は年額８万円となっております。 

 説明は以上です。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。 

 春口委員。 

○委員（春口 茜君） この借り上げ料は竣工当初からされているものなのかというのが

１点と、あと１日の利用台数が分かれば教えていただけたらと思います。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） こちらの用地につきましてはどちらも生涯学習センター

開設当初から借り上げを行っているものでございます。駐車場の１日の台数につきまして
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は正確には把握できておりませんが、生涯学習センターの全部の駐車台数、第１から第４

まで含めて345台ございますので、生涯学習センターの最大の利用施設である、さんあい

ホールについては300人の定員となっております。こちらのほうを使うときにはかなりの

確率で駐車場が埋まるような状況になっておりますので、１日当たりというところは出し

づらいところではございますが、第１駐車場についても活用させていただいているところ

でございます。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 平均も分からないですかね。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 申し訳ございません、平均台数というのは算出しており

ません。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 私も前を通ったりするんですけど、結局使われているのかを確認

したくて、年間900万円払っているということでそんなに必要なのか。毎年900万円払って

いるのであれば、立駐とかも考えられないのかというのをお伺いしたいんですけれども。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 現状におきましては具体的な駐車場の見直しというとこ

ろは検討しておりませんが、今後の利用者数の動向などや借り上げ料が適正かどうかとい

うところを判断した上でまた今後の駐車場の在り方については検討してまいりたいと考え

ております。 

○委員長（上村和男君） じゃあ、いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、この問題はおわります。 

 次に入ります。 

 140ページ、生涯学習センター改修事業、事業内容に入ります。 

 本事業は今定例会において補正予算の提案があっております。２月28日に開催されまし

た本会議において集中審査にて令和７年度筑紫野市一般会計予算、令和６年度筑紫野市一

般会計補正予算（第10号）及び令和７年度筑紫野市一般会計補正予算（第１号）に係る事



 -100- 

業内容説明を併せて受けることになりましたので、よろしく御理解いただきたいと思いま

す。 

 なお、当初予算審査後に行われる補正予算審査においては所管課が出席しての事業内容

説明は行いませんので、補正予算に関しての質疑がある方はこの場で行っていただきたい

と思います。 

 以上、申し上げて審査に入ります。 

 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 生涯学習センター改修事業、事業内容についてまず令和

７年度一般会計予算審査資料に基づいて説明をさせていただきます。 

 資料については140ページでございます。 

 事業の目的、内容につきましては生涯学習センターの老朽化した施設設備の改修工事を

行うことで利用者が安全かつ快適に利用できる施設を維持するということで、表示箇所は

一つ目が屋上、外壁、こちらの内容は屋上、外壁の改修工事を行うもの、二つ目がエレベ

ーター２基の更新を行うものということで予算を計上させていただいておりました。 

 変わりまして補正予算資料の２ページ、令和６年度（第10号）と令和７年度（第１号）

補正予算資料を御覧ください。 

 こちらのほうの上の部分の事業予算額のところですが、２億5,643万3,000円のところが

赤字で１億8,512万7,000円と変わっております。 

 事業の目的、内容については変わりはございませんが、中段からの赤字部分を説明させ

ていただきます。 

 令和６年度一般会計補正予算（第10号）の内容につきましては、繰越明許費補正額

3,426万円、こちらのほうは工事前払い金分ということで繰越明許費として補正額を上げ

ております。 

 補正理由につきましては、入札中止の結果、エレベーター更新計画に遅延が生じたこと

に伴い、令和６年度予算を令和７年度に繰り越して支出を行うためでございます。 

 次に、令和７年度一般会計補正予算（第１号）の内容について説明いたします。 

 こちらは歳出予算の補正額としてマイナス7,130万6,000円を計上しております。こちら

は管理費がマイナス223万1,000円、工事がマイナス6,907万5,000円でございます。それと

債務負担行為補正額7,130万6,000円を計上しておりまして、こちらの期間が令和７年度か

ら８年度に補正をしております。 
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 補正理由につきましては、入札中止の結果、エレベーター更新計画に遅延が生じたこと

に伴い、債務負担行為を設定し、令和８年度に支出を行うためとしております。 

 その下にエレベーター更新のスケジュールを掲載しております。こちらが変更後のスケ

ジュールでございます。 

 期間につきましては、令和７年の４月から令和７年６月に入札期間として行いまして、

令和７年７月に契約を締結し、令和７年８月から令和８年11月に協議、機器の製作等を行

いまして令和８年12月から令和９年３月の間に工事を行うという計画に変更を考えており

ます。 

 以上、説明となります。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。 

 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 入札中止の結果に伴う補正だということは理解しているんですけ

れども、入札中止のもう少し具体的に要因、どういったことが生じて中止に至ったのかと

いうこと、あとメーカーは既設のメーカーもあるかと思いますし、他社のメーカーもある

かと思いますけど、今後は通常の競争入札等で行っていくのか、その辺も教えてくださ

い。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） まず一般競争入札の中止の理由につきましては、まず一

般競争入札でございますので、期間までに入札を行う企業というか会社がなかったという

ことが入札中止ということの理由でございます。 

 実際のところ、入札された業者がいないので詳細な理由というところは聞くことができ

ないところではございますが、応札できるのではないかと思われる事業者のほうに理由等

を確認しましたところ、入札期間から工事終了までの期間が短いというところが大きな理

由としてございまして、そのために応札できなかったというところが明らかになりまし

た。その結果も踏まえたところで金額的には一般競争入札に当たる金額となりますので、

再度のエレベーター更新スケジュールにつきましては前回よりもさらに期間を延ばしまし

て入札にかけるというところで検討を今行っているところでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（上村和男君） 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 応札業者がいなかったということでエレベーターに関しては小学



 -102- 

校のほうも工期が延びているということで徐々に技術者がいなくなっていることが要因な

のかなと思われるんですけれども、今後、公共施設整備においてどのような影響があるか

というのと、一応延びたというので、また延びる可能性はあるのかというのをお伺いした

いなと思います。 

○委員長（上村和男君） ここでは答えられん質問やね。この人が答えられるのは学習セ

ンターの改修事業に関しては答えられますが、公共施設の先々の見通しなどというのはあ

の方には答えられんと思う。求めてはいけません。限ってお答えできれば答えてくださ

い。 

 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 生涯学習センターのエレベーター改修工事につきまして

は、こちらの状況につきましては前回の入札中止の結果を受けて期間を延長するというこ

とで応札が可能であるというところでスケジュールを組み直しておりますので、現状では

この対応で問題ないと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、次に行きます。 

 審査資料142ページ、筑紫野文化講座事業、事業内容に移ります。 

 課長から説明願います。 

 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 資料142ページ、筑紫野文化講座事業の事業内容につい

て説明いたします。 

 こちらの事業の目的につきましては、生涯学習のきっかけづくりのほか学んだ成果を自

分以外の人や地域で活用し、世代を超えた交流など、多様な人とのつながりによって生き

がい、やりがいを見つけ誰もが生き生きと活動できる社会の構築や地域活性化を目的とす

るものでございます。 

 事業の内容につきましては、対象者は筑紫野市内に在住、在勤または通学している人、

場所については生涯学習センターの等で実施するものです。 

 講座の内容につきましては１日講座、趣味、内容については趣味、教養講座、ボランテ

ィア講座等の１日開催のもの、連続講座、年間を通じて開催する年間講座、パソコン・ス
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マホ講座、ワード・エクセル等のパソコンの基礎講座、スマホの基本操作等、青少年体験

活動講座、青少年を対象とした科学実験教室、木工クラフト体験教室、折り紙飛行機体験

などを実施する予定としております。 

 最後に、ちくしの高年大学事業との統合についてですが、高年大学の４年間で修了とい

う区切りを設けず、生涯にわたり学べる場とするために令和７年度から高年大学事業を文

化講座事業に統合して行うこととしております。文化講座事業に統合することで高年大学

事業の内容、郷土史等も取り入れた多世代が交流する生涯を通じた学びの場をつくるとと

もに、年間を通じて開催する連続講座等で仲間づくりの支援を行うこととしております。 

 説明については以上です。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。 

 段下委員。 

○委員（段下季一郎君） パソコン・スマホ講座なんですけど、高齢者の方のデジタルデ

バイド、情報格差が生じないようにということでやっていると思うんですけど、今後、行

政窓口の申請手続がスマートフォンとか行かない窓口、書かない窓口という形でそういっ

たものが増えると思うので、昨年、受講者数がちょっと少なかったような話も聞いている

んですが、そういったものが生じないように参加者が増えるように、何かそういった企画

内容になっているのかということをちょっと確認でお尋ねしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 令和６年度の実績にはなりますが、スマホ、パソコンに

関する講座につきましては全部で40講座開催しておりまして、それについてはある一定の

人数は来ているものの、実際に無料の講座であっても開催に達成しないという、人数が募

集できていないというような講座もございました。そこら辺の原因につきましては今考え

ているところといたしましては令和５年度につきましてはかなり広い範囲でスマホ講座な

どを行いましたので、そこで一定のところの初歩的なところは分かってきた段階でもう一

歩進んだような内容というところがかなり個人差が出てきているのかなというところでス

マホ講座の内容も選ばれてきているというような状況があるのかなと分析しております。 

 そういった中で今、公民館やそのほかの施設などで個別に行政区で開催するようなスマ

ホ講座というのを開催するような行政区もありまして、そこは６回連続とかいう形で続け

てやっていくことで非常に好評を得ているというようなこともございますので、そういっ

た公民館で行うような公民館講座のスマホ講座を増やしていったり、それ以外の団体の中
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で例えばシニアクラブの中で開催していただくとか、そういったような取組を進めること

でより身近で学びやすい環境づくりを通じてまたその地区の人のニーズに合ったスマホ講

座をやっていくことが直接的に生活の利便性につながると考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） ほかありますか。いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、私から一つだけね。何を言いたいか分かっていると思

うので詳しくは言いませんが、ただ前向きに捉えるべきだなと思っておりますので。ちく

しの高年大学事業は、ボランティア活動をやる市民の育成という、そういう素地が育って

いく大学だったと認識いたしておりまして、そういう点から行くとそれを統合して筑紫野

文化講座事業を行うというのはそういうことも含めてやりますということになっていく、

そう前向きに理解しておけばよろしいですね。 

 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） おっしゃるとおりで、やはり高年大学事業の中でボラン

ティア育成というところも取り組んではまいりましたが、コロナ禍というところもあって

事業が実施できない時期もあったことから、ボランティアに対する意欲が随分高年大学の

方も意識が変わられたというところもございます。その辺も含めて新しい文化講座の中で

最終的なボランティアの目的を絞ったような形で育成していくというところで、たとえば

日本語教室のボランティアだったり、来年度で言えば折り紙飛行機の体験のサポートをす

るボランティアだったり、あと文化講座自体を支援するボランティアといったような形で

募集をして育成していくという方法に切り替えることでより自主的に参加できるようなボ

ランティア活動であったり、学びとボランティア活動をつなげたような取組に変えていき

たいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 頑張りましょうね。お疲れさまです。 

 じゃあ、次の項目に移ります。 

 143ページ、パープルプラザフェスタ事業、事業内容に移ります。 

 課長から説明願います。 

 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） パープルプラザフェスタ事業、事業内容についてです。
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資料は143ページです。 

 事業の目的につきましては、市民一人一人が誰でもいつでもどこでも学べるとともに、

学んだ成果を生かすことができる社会づくりに寄与する人権、文化、教育、福祉、環境等

の啓発活動を行い、市民及び参加団体間の交流を深めるとしております。 

 事業の内容につきましては、参加団体で実行委員会を構成し、市民協働でパープルプラ

ザフェスタを開催する。パープルプラザを利用する団体が学習成果発表の場及び生涯学習

を推進する機会としてイベントを行う。令和７年度に開催する実行委員会において開催内

容の検討決定を行うとしております。 

 参考までに令和６年度の主な開催した内容ですが、作品展示発表やステージ発表、体験

コーナー、食バザー、リサイクルバザーなどを行っております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。 

 西村委員。 

○委員（西村和子君） 御説明ありがとうございます。６年度の主な開催内容を確認しま

したが、リサイクルバザーとか食バザーのところなんですけれど、２日間開催されて以前

のコロナ前に比べたら本当にこれでフェスティバルかと思うぐらいの寂しさになってしま

って、これをどう捉えられているのか。７年度に向けてどう考えられてるのかなと。 

 特に食バザーのところについては保健所の基準が非常に厳しくなって、ほとんどやって

も自分たちがつくったお料理はほぼできないような形になっているので、参加が本当に少

なくて、本当に寂しい感じなんですけれど、今後について何か対策がないのかとお尋ねし

ます。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） パープルプラザフェスタにつきましては、先ほども説明

したとおり、実行委員会を構成し、その中で実施内容について検討しております。コロナ

禍が終わりまして実際的に参加団体が非常に減ってきているというようなこともございま

すので、そういった現状も踏まえてまたパープルプラザフェスタ実行委員会の中で今後の

在り方の検討を一緒に進めているところではございます。 

 ただやはり参加団体も高齢化が進んでいたり、人数が少なくなっている関係で外でのバ

ザーとかリサイクルバザーというところまで人手が回らない。また同じ時期にコミュニテ

ィーのほうでも文化祭が行われているとか、そういったところで人を配置できないという
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ような課題もございまして、そのような様々な課題を踏まえた上でどのような形でフェス

タを実施していくかというところも併せて検討を行っているところですので、またパープ

ルプラザフェスタ実行委員会と連携して今後の取組について検討してまいりたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 赤司祥一君。 

○委員（赤司祥一君） 私も西村委員と同じで、去年行かせていただいてやっぱりちょっ

と食の部分は特にお昼どきにもう何もなかった状態だったので、ぜひ検討していただきた

いなと思ってます。 

 ちょっと質問としては予算を見ると委託料で108万4,000円というのが上がっているんで

すけど、この委託料というのは、どなたに払っているどんな費用なのかというのを教えて

いただければと思います。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） こちらは屋外の会場の設営を行うテント、机、椅子など

の借り上げと設置の委託と、あと周辺の駐車場の警備を行う方の警備委託料というのを含

んだ金額でこの金額となっております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、このことはこれで終わります。 

 次に、子ども会リーダースクール事業、事業内容、144ページ。課長から説明願いま

す。 

 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 子ども会リーダースクール事業の事業内容について説明

を行います。 

 事業の目的については、子どもが主体となる子ども会活動を推進するため、積極的に子

ども会を担っていくリーダーの育成を図るものでございます。 

 事業の内容につきましては、子ども会リーダー育成を内容とする集合研修１日を行って

おります。 

 対象者は各子ども会に加入している小学４年生、５年生、次年度の子ども会役員の対象
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となる学年を対象としております。 

 開催時期は２月頃で、開催場所は生涯学習センターなどで行っております。 

 研修内容につきましては、子ども会リーダーとしての基礎知識の学習や企画立案力を養

成するため、子ども会育成会とは、子ども会リーダーの役割とは、子ども会活動の意義、

仲間づくりのためのレクリエーション、子ども会行事の企画立案方法などの座学やグルー

プワークを行っております。 

 周知方法につきましては各子ども会に開催案内を送付して募集をしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（上村和男君） 質疑のある方はありませんか。 

 春口委員。 

○委員（春口 茜君） 講師はどのような方なのかというのが１点と、参加者は何名を想

定しているのでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 講師につきましては、今年度につきましては日本レクリ

エーション協会の公認のレクリエーションコーディネーターの方、この方は上級レクリエ

ーションインストラクターでもあるんですけれども、そういった方にお願いしておりま

す。 

 想定する人数につきましては、20名程度を想定しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（上村和男君） 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） すいません、説明ありがとうございます。そもそもなんですけ

ど、子ども会っていうのはうちの西小田でも今ちょっと休止状態なんですけど、どれぐら

いと把握されていますか。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 現在、子ども会の数としては63団体と把握しておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 吉村委員。 

○委員（吉村陽一君） 子ども会に入っている子どもたちの仲間づくりとか、横のつなが

りをつくっていくという事業なのかなと思うんですが、年に１回、１日だけしか行われて



 -108- 

いないということで回数的なところを考えたら年２回とか、４年生、５年生、市内の子ど

も会に入っている子どもたちが集まる、顔を合わせる機会がつくれるということであれば

もう少し回数とかが増えていったほうがいいんじゃないかという印象を持つんですがいか

がでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） こちらの事業の説明が市の実施している子ども会リーダ

ースクール事業のみの説明となっておりますが、子ども会を所管する団体として筑紫野市

子ども会育成連絡協議会がございまして、通称市子連がございまして、こちらのほうでも

また別に研修会やみんなで集まって行うキャンプやそれ以外のイベントなども行われてお

りますので、そういった機会を併せて子ども会同士の連携であったり、子ども会の縦のつ

ながりなども育成できているものと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） いいですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、この項目は終わります。 

 次に145ページ、146ページ、竜岩自然の家管理事業、事業内容、事業実績について説明

を願います。 

 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 竜岩自然の家管理事業、事業内容、事業実績について説

明いたします。 

 事業の目的、内容につきましては、施設の適切な維持管理を行い、安全で快適に嫌外活

動ができるようにすることで施設の利用促進を図るものです。 

 増額の理由につきましては、会計年度任用職員の人件費の増が190万1,000円の増、運営

管理委託料の87万7,000円の増などがあったため増額となっております。 

 歳入予算及び歳出予算の推移及び人件費の内訳については、こちらの表のとおりとなっ

ております。 

 次の146ページのほうに利用者実人数、ログハウス・テント利用件数、プレイドームの

内訳も記載しております。 

 その下、稼働率についても各５年分を掲載しております。 

 説明については以上です。 
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○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手を願います。 

 八 委員。 

○委員（八 一男君） 歳入歳出を見ると、だんだんと赤字の額が増えている。次のペー

ジを見ていただいたら赤字の額が増えても市民の方がたくさん利用されるんだったら仕方

がないということもありますが、市外の方が65％ぐらいを占めている。 

 そうした中で前ＰＦＩを使った指定管理者制度による民間委託を検討されたらいかがで

すかということを言いましたけど、今、進捗状況はどのようになっていますか。 

○委員長（上村和男君） 楢木課長。 

○生涯学習課長（楢木理恵君） 現在、委員のほうから指摘がありましたとおり、赤字と

いいますか、歳入よりも歳出のほうが多い状態が続いており、また増えてきているという

ような状況も踏まえまして施設の管理につきまして他市の状況なども調査しながら今後、

竜岩自然の家をどのように運営していくのかというところを踏まえて検討を行っておると

ころでございます。 

 また市内の利用者が少ないという点に関しましては、まずできるところからというとこ

ろで竜岩自然の家の中で行っている事業の見直しを行いまして、例えば防災キャンプとい

うような形で実施する場合には市内の中学校に募集を行うといったことをしたり、イベン

トについては市内の小中学校にチラシを配付することによって市内の利用者も少しずつ増

加しておりますので、今後また市内の利用者がさらに増加するような方策も事業の中で検

討していくというところも併せて今後の竜岩自然の家の管理運営について検討を進めてい

きたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） じゃあ、これで生涯学習課の所管のところは終わりますので、

入替えのためちょっと休憩いたします。お疲れでございます。 

──────・──────・────── 

休憩 午後４時21分 

再開 午後４時22分 

──────・──────・────── 

○委員長（上村和男君） それでは、説明をしてくれる所管課が替わりましたので、長澤
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部長から紹介をしていただいて始めてまいりたいと思います。 

 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 所管課が文化・スポーツ振興課に替わりましたので、出席の

職員から自己紹介いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 文化・スポーツ振興課、課長の安樂です。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

○スポーツ企画担当係長（森田健太郎君） 文化・スポーツ振興課、スポーツ企画担当係

長、森田でございます。よろしくお願いいたします。 

○スポーツ施設担当係長（萩尾浩三君） スポーツ施設担当の萩尾です。よろしくお願い

いたします。 

○文化振興・図書館担当係長（前田大輔君） 文化振興・図書館担当係長の前田です。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） それでは、審査資料147ページ、ほかにもあるようですが、ス

ポーツ振興計画に基づく取組について説明を願います。 

 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） それでは、自分のほうからスポーツ推進計画

に基づく取組について説明させていただきます。 

 初めに、予算審査資料の８ページのほうを御覧ください。 

 令和５年度決算報告における令和７年度予算に反映すべき事項の状況に関わるものとな

っておりますので、まず２、学校施設、農業者トレーニングセンターの空調設備の項目の

中で、農業者トレーニングセンターの空調設備については、簡易型空調設備を設置するこ

ととしております。これにつきましては、熱中症対策として簡易型空調設備の設置の予算

を計上させていただいているところでございます。 

 次に、予算審査資料147ページを御覧ください。 

 初めに、スポーツ推進計画の趣旨について触れさせていただきます。スポーツ推進計画

については、最上位計画である第七次筑紫野市総合計画の個別計画として位置づけ、総合

計画の重点施策である豊かな心と絆を育むスポーツの振興を基本的に今後のスポーツ施策

の展開する計画となります。 

 今回、御説明させていただくものにつきましては、令和７年度新たに予算化したものを

説明させていただきます。 
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 まず、スポーツ推進計画の基本目標１、スポーツ施設の充実、環境の整備の項目につい

て、既存スポーツ施設整備の改修、先ほど説明させていただきました農業者トレーニング

センターでの熱中症対策として、簡易型空調設備４基、備品購入費79万2,000円を予算計

上させていただいております。 

 次に、基本目標の３、生涯スポーツの推進の項目について、気軽に参加できるスポーツ

イベント、教室の充実、障がい者スポーツの推進として、チャレンジスポーツ事業、年齢

や性別、障がいの有無などにかかわらず、全ての人がスポーツに楽しめるよう、またスポ

ーツを始めるきっかけづくりの場を提供するため、スポーツ教室を開催するものとしてお

ります。 

 こちらにつきましては、来年度、目隠しをしてサッカーを行うブラインドサッカー教室

を開催する予定としておりまして、その委託料39万6,000円を予算計上させていただいて

おります。 

 次に、基本目標４、子どものスポーツの充実の項目について、中学校部活動の地域移行

の推進として、スポーツ指導者資格取得助成金の予算10万円を予算計上させていただいて

おります。この助成金の目的としましては、中学校部活動の地域移行をはじめとした児童

生徒などのスポーツ活動の充実、スポーツ指導者の育成と資質の向上、本市のスポーツ振

興に資することを目的に、スポーツ指導者に関する資格に必要な経費に対して補助金を交

付するものとしております。 

 なお、資格の種類については、中学時代を含むジュニアユース期のスポーツ活動で指導

者が配慮すべきことを学ぶ日本スポーツ協会公認スタートコーチ（ジュニア・ユース）の

資格としております。 

 次に、基本目標５、スポーツによる地域活性化の項目について、フレンドリータウンチ

ームとの連携として、フレンドリータウン協定を締結したアビスパ福岡、ライジングゼフ

ァー福岡の試合を応援する筑紫野市応援デーを実施するものとしており、エスコートキッ

ズ、入場の際に選手がお子さんと手をつないで入場するエスコートキッズのＴシャツ等の

消耗品として30万8,000円、応援デーのチラシ印刷費などとして13万1,000円を予算計上し

ております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は挙手願います。ありませ

んか。 
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 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） 説明ありがとうございます。まず一つ、農業者トレーニングセン

ターにおける簡易型の空調設備は４台ということでしたけども、どういったやつなんです

かね。移動式のスポットクーラーみたいなイメージでいいんでしょうか。それとも固定式

で排熱を窓から配管を通して出すような固定式のイメージなんでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 簡易型空調設備については移動式のやつです

ね。小学校に置いてある大きめのスポットクーラーになります。 

○委員長（上村和男君） 扇風機の大きいやつ。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 扇風機ではなくて、水を入れて回すやつです

ね。 

○委員長（上村和男君） 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） そうすると完全な空調機じゃないですよね。簡易式の水をタンク

に入れてやっていくということで。いずれにしても電力が４台、大型のやつを使うとなる

と結構電気も使うと思うんですよね。だからそうなるといろんなところを分電盤とかやっ

ていかないといけないんじゃないかなと思うんですけどそこら辺はどうでしょうか。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 現在、購入を計画しているものにつきまして

は今の電気の設備で対応できるものと予定しております。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 簡易型の空調設備の設置についてなんですけれども、電気料であ

ったりとか様々な部分を利用者負担とするところもあるかと思います。今回の簡易型の空

調設備は体育館の温度に合わせて市が熱中症対策として講じていくのか、利用者負担なく

利用することを考えているのか、ちょっと考えをお聞かせください。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） この件につきましては今後指定管理者との協

議になってくると思いますけども、基本的に熱中症対策というところがありますので、利

用者負担なしで協議を進めていきたいと考えております。 

 以上になります。 

○委員長（上村和男君） 田中委員。 
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○委員（田中 允君） ４の子どものスポーツ充実ということで中学校の部活の指導者を

地域から協力してもらうということですけれども、具体的にはどのような計画で進められ

ますかね。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 今、学校教育課主導で部活動地域移行検討協

議会を開いてまして、今年度末、３月末に方針が出る予定になっていますので、それに伴

って学校教育課と連携を取りながら、協力しながら進めていきたいと考えております。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 今年度新たに策定する基本構想の策定についてでございます。今

からスポーツ推進計画の策定後にまた策定されるというところでございますけれども、策

定のスケジュールが今年度までを予定してあるのか、早い段階で出てくるものなのかを、

今、現段階で考えてあるスケジュールを教えてください。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） スポーツ施設整備基本構想につきましては、

まず４月早々に着手していくことになります。これからこの基本構想を策定していく中で

総合体育館の必要性も含め施設の場所の問題など、様々課題が出てくることが予想されま

す。現時点では具体的なスケジュールを示すことはできませんが、皆様にお示しできる段

階になれば御報告させていただきたいと思っています。 

 今年度、スポーツ施設整備基本構想の策定業務、文化・スポーツ振興課にとって重要な

一番力を入れないといけない業務と捉えていますので、一生懸命頑張らせていただきたい

と考えております。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 代表質問の答弁の中で新たな総合体育館の整備が必要となればと

具体的におっしゃっているんですけど、どのように判断されるんですか、この計画の中

で。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） その必要性、改めてそこに関してはこの事業

は大きな予算も伴ってくるということがありますので、そこは慎重に再度改めて総合体育

館の必要性について基本構想の中で検討させていただきたいというところで記載をしてい

るところでございます。 
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 以上です。 

○委員長（上村和男君） 髙原委員。 

○委員（髙原良視君） 今、前田委員が聞かれておった構想はいつできる、今年度でき

る、そこを聞かれておった分は明確な答えが出なかったので、いつその構想ができるのか

ということ。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 現段階ではお示しすることはできませんけど

も、これに関しては皆さん関心が高いことだと思っていますので、なるべく早い時期とい

うところで所管課としては考えているところでございます。 

○委員長（上村和男君） 髙原委員。 

○委員（髙原良視君） 基本構想は今年度するか来年度するかとかいう年度区切りの関係

なのよね。それは今言った今年度する、来年度とかそういう構想は職員だけでするんです

か。職員だけでできんでしょう。そうした場合には外部とかに発注したりするんでしょ

う。そしたら年度というのはきちんと出てきますよね。それで我々議員が関心があるじゃ

ない、関心じゃないんですよ。重要性の問題としてどうなるのか。市の財政が全体的に含

めてどうなるのかということで重大なことなんですよ。議員が関心を持っているとかそう

いう言葉では違うと思います。よろしく。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） すいません、言葉が間違っておりました。関

心ではなく重要なこととなっておりますので。先ほどありました外部の意見に関してはま

たスポーツ推進審議会がありますので、その中でも意見を聞きながら進めさせていただき

たいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 横尾委員。 

○委員（横尾秋洋君） 各種審議会があって、審議会に諮ります。もともとネタは執行部

のほうでつくって審議会に諮って、審議会でそれがいいか悪いかということだから、審議

会が全部つくるんじゃないから、その基というのは執行部がつくって出してるわけだか

ら、今の髙原委員と一緒で今年度やります、来年つくります、再来年やるんですよってい

うのか、時期を明確にしないとちっともスポーツ推進計画、スポーツ推進計画、計画ばっ

かり計画して計画が立たん計画をいくら議論しても一緒だから、立てる議論をするように
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してくださいよ。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 整備基本構想、御指摘がありましたけども、

現段階ではお示しすることはできませんけどもそれに向けて一生懸命やらせていただきた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（上村和男君） いいですか。つくります、つくりますと、いつつくるか分から

んやつを言うだけ言ってよろしくお願いしますじゃ、聞くほうもそうねとは言いにくいん

ですよ。大体もう少し丁寧に説明してくださいよ。いいですか。ここは予算を審査してま

すから、今年度使う予算、来年度ならば大体基金がどうなっていってこうなるなとかいう

のを見ながらみんなやってるわけですよ。どこにつくるかとか、どういう建物を造るかと

かいうのでも大分違うわけですね。よそはそれだけで市長が替わったりしているでしょ

う。だからそれぐらいに大きな問題なので、あなたが元気がよいからといってなんかいつ

造るか分からんようなのを言われてもとても困ってるわけですよ。だからそこはあなたは

答えられるのはそこまででしょうから、しかるべき方に来てもらって話を聞かなならんよ

うになるかもしれませんので。あなたが所管として答えられないとすれば、やっぱりもう

少ししかるべき方が来てお話しされるのがまだ構想段階であればそうあるべきだと私は思

いますが。お持ち帰りください、この意見はね。みんなの意見を聞いたらそう言いよった

と、委員長がそう言ったけんがちゃんとせなんばいって言ってください。よろしくお願い

します。 

 じゃあ、次に行きましょうかね。 

 文化会館改修事業、事業内容、今後の展望、148ページです。説明を願います。 

 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 文化会館改修事業、事業内容、今後の展望に

ついて説明させていただきます。 

 審査資料148ページを御覧ください。 

 初めに、文化会館改修事業の令和７年度予算額内訳については、令和７年度照明設備更

新工事、音響設備更新工事の工事請負契約を予定しておりまして、令和８年度の２年にか

けて更新工事を行う予定としています。 

 そのため、照明設備更新工事の契約金額、前払い金の8,037万4,000円、それから音響設
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備更新工事の契約金額の前払い金2,625万2,000円、合計１億662万6,000円となっておりま

す。 

 なお、契約金額が１億5,000万円以上の場合は議会の議決事項になりますので、契約金

額が１億5,000万円を超える契約については改めて議会に上程させていただく予定となっ

ております。 

 この改修事業の目的については、開館から40年経過し、老朽化している空調、照明、音

響等の更新を行うものとなります。 

 改修事業の内容につきましては、令和６年度から８年度までの３か年にかけて設備更新

等を行うものとなります。 

 設備更新工事のスケジュールにつきましては、記載のとおりとしております。 

 今後の展望につきましては、開館後40年を経過している建物であるため、令和６年から

令和８年度の空調、照明、音響の各種設備更新後は日常的な維持点検を行い、また建築基

準法第12条の規定に基づく特定建築物の敷地構造及び建築設備の点検を定期的に実施しな

がら、維持管理に努めてまいります。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。質疑のある方は。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） すいません、これも代表質問でもちょっと聞いていて、そのと

きの答弁が、エレベーターが構造的に難しければ簡易的に昇降機みたいなものが造れませ

んかということに対して大規模改修のときという答弁があっていまして、去年もかなり話

があっていて、多分、皆さんが思っているのって、更新しているのに、大規模改修が例え

ば50年たって大規模改修となったら、今まで更新してきた設備がもったいないんじゃない

のという思いがあって言ってるんだと思うんですね。今現在、大規模改修というのはいつ

頃想定しているのか、まずお願いします。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） まずバリアフリーにつきましては今年度ホー

ル棟の中、それからホール棟の２階へ上がる階段、それから研修棟の２階に上がる階段の

手すりの設置、それから多目的トイレのオストメイト設置などを進めている状況でバリア

フリー化に努めているところでございます。 

 それで先ほどありましたエレベーター等の設置については施設の大規模改修等に合わせ
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て検討しているというところになっております。現段階では文化会館の大規模改修の時期

は決まっておりませんが、障がいの有無にかかわらずやっぱり誰もが支障なく利用できる

施設にしていくことは当然のことながら進めていくべきと考えております。 

 また市民に愛される文化会館にするためにはバリアフリー対策は欠かせないことだと考

えておりますので、様々な角度からバリアフリー対策の解決策について真摯に検討させて

いただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 前田委員。 

○委員（前田倫宏君） 今回新たにそういったバリアフリーの観点から整備をされていく

ということなんですけども、一番私が気になるのが階段と、昇降機もそうなんですけどト

イレですね。トイレの段差もよく市民の方からも要望がございます。構造上、厳しい部分

もあるかと思いますけども、それも大規模改修でやっていくのか。もし大規模改修ででき

ないということになればまたこれも問題で、新設も含めて考えないといけないと思うんで

すよね。それで私の考えというか、長寿命化計画では大体50年で大規模改修が始まるんじ

ゃなかろうかという形で今後も年数が経過していく中で政治的な判断も含めてしていかな

ければならないというところを含めてまずトイレの部分と今後の大規模改修、その新設も

含めてどのように判断していくのかをお聞かせください。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） まず文化会館について整理したいんですけ

ど、問題点としましてまずエレベーターの問題、研修棟それから研修棟に上がるところが

あります。ホール棟に関してはそこが展示室になっているというところが１点、それから

ホール棟に関しては研修室があります。それからトイレに段差があります。トイレに関し

ては多目的トイレがあるとはいうものの、そこも課題であると思っていますので、先ほど

もお話ししましたけどもそこら辺、行政としてやっぱり進めていくべきと考えていますの

で、真摯にそこら辺は様々な角度から検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（上村和男君） 宮﨑委員。 

○委員（宮﨑吉弘君） すいません、１点だけ。先ほどからエレベーター、またトイレの

バリアフリーとかいろいろありますけれども、私はこの間、文化会館に行きまして、通路

が両サイドありますけど、壁に大きなひびが入ってるんですよね。これがなんか年々開口
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しているような気がするんですけど、私の取り越し苦労だったらいいんでしょうけど、要

は建物の面積が広いので、やっぱり40年前とか言ったら躯体がコンクリートでできている

ので、大げさに言うと不同沈下を起こしているんじゃないかと考えを私は持っているんで

すけど、その辺りは更新、そういったものも視野に入っているのか、１点聞きたいと思い

ます。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） その件に関しましては、安全性の件と捉えて

います。それにつきましては毎年劣化度調査というのをしてまして、問題がある部分を調

査して、調査して問題がないかというところを確認しておりますので、安全性に関しては

毎年チェックをしているというところで認識していただければと思います。 

○委員長（上村和男君） 髙原委員。 

○委員（髙原良視君） 非常に文化会館、今、年数も言われましたけどこれですると６

年、７年、８年ということで８年度まで。それでまた次のエレベーターなんとかかんとか

と言ったら40年が50年過ぎるよね。大体何年まで使おうとしているのか。今度の照明設備

の分についても工事費は２億円よね。それだけかかる。その前から今までもずっとして

る。何十億円という規模になってきますよね。実質的にこの文化会館をどうするかという

議論を執行部のほうはしっかりと持った上でしていかんと、お金の無駄遣いになる点を含

めて考えられたほうがいいんじゃなかろうかと思います。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 現時点では今の文化会館を長く使うというと

ころで考えているところではございます。時期に関してはなかなか言いにくい、どれまで

というのがあるとは思いますけども、基本的に今、建物の大規模改修をしながら100年と

いうところは一定の基準であろうかとは思いますけど、様々な問題がありますのでそこら

辺も踏まえて原則的には継続して使っていくということになりますけども、様々な角度か

らまた検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 元気がよいのはいいんですけど、本当にきちんとしていかない

と先々本当に大丈夫ですかとみんなが不安に思ってるんですね。将来はどこでもそうです
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けど、人口減少の中で複合施設だとか統廃合だとかいうことが自治体ではいろいろ議論さ

れている。うちは何も考えないで大規模改修を繰り返していくのかという話になっていく

ので、何か考えてますかというのがみんなの気持ち。何も考えてませんと言うならそう言

っていただいていいので、まだ思いついていませんとか、いつから考えますとか、所管と

しては言いにくいかもしれませんが、何か考えてることがあったら言っていただかない

と、これは何につながっていく事業ですかと、この改修事業はね。次の何につながってい

く事業なんですかという先がなくて滅びるだけのやつに金をつぎ込むんですかと、そうい

う言い方は失礼ですけど、市民の中にはそう思う人がいるんですよ。ですからあえて申し

上げているので、もう一言ぐらい何か言って帰ってください。 

 長澤部長。 

○教育部長（長澤龍彦君） 失礼します。文化会館のバリアフリー化というのは本当に重

要なことであって、執行部のほうもしっかり対策を練らないといけないといったところで

考えているところではございます。現時点ではいつやるのかといったところまでは回答で

きる状況にはございませんが、今後の大規模改修の時期もありますので、それが10年後

先、20年後先といったところになってくるとまたそれは別でしっかりどうするのかといっ

たところを考えないといけないような状況があります。そこも含めて今後しっかりと所管

課のほうで今後文化会館をどう取り扱っていくのかという視点をまず早急に検討しなが

ら、そのことと併せてしっかりと検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○委員長（上村和男君） じゃあ、もうこれ以上は言いようがありませんので、次に移り

ます。 

 149ページ、子どもの読書活動推進事業、増額理由と事業内容、少し皆さんにお諮りし

ておきます。ひょっとしたら５時を過ぎてしまうので、委員会のその分を少し了解してお

いてください。延長することになると思いますけど。５分ぐらいで終われば大丈夫です。 

 説明を願います。 

 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 子ども読書活動推進事業、増額理由と事業内

容について説明させていただきます。 

 審査資料149ページ、御覧ください。 

 子ども読書活動推進事業の目的については、市民図書館、学校、家庭等の様々な場で子
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どもたちが読書に親しむ環境づくりを行うことを目的としております。 

 次に増額理由と事業内容については、現在、子どもの読書活動を推進するためにブック

スタートや各種講座等を行っております。令和７年度から子ども読書活動のさらなる充実

を図るため、新たに３歳児を対象としたセカンドブックを実施します。 

 セカンドブックの取組内容につきましては、好奇心や感情表現の多様化、共感力などを

高め、子どもの豊かな心を育むため、令和７年４月以降に３歳となる子とその家族を対象

に市民図書館において保護者が読み聞かせを行う際の読み聞かせ講座を行い、講座終了後

に絵本を１冊配付する取組となっております。 

 説明は以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（上村和男君） 説明が終わりました。 

 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 新たに３歳児のセカンドブック、すごくいいと思います。こう

いう事業をしようとなった背景を１個お聞きしたいのと、３歳になって毎月１回する予定

なんでしょうか。それともまとめてするとか、その辺をお尋ねします。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） まず背景につきましては、第七次総合計画に

読書の活動の推進を掲げておりまして、目指す姿を本に触れる機会や読書を通じて学ぶ機

会の増加としておりますので、以上の内容を推進するために今回の事業を開始させていた

だきたいと考えております。 

 それから回数に関しましては月１回、図書館の集会室で実施する予定となっておりま

す。ただなかなか時間の都合が合わない方もいらっしゃると思いますので、それに関して

は個別対応も検討しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（上村和男君） 辻󠄀本委員。 

○委員（辻󠄀本美惠子君） 絵本を１冊というのは、複数本をリストアップしてその中から

選べるのかどうか。 

○委員長（上村和男君） 安樂課長。 

○文化・スポーツ振興課長（安樂鉄平君） 現在、５冊の本の中から１冊、お子さんと家

族の中で選んでいただけるような内容にしたいと考えております。 

○委員長（上村和男君） ほかありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） 皆さんの協力で時間内に終わりましたので、終わります。お疲

れでございました。 

 皆さんにお諮りいたします。 

 予算審査常任委員会は、本日はここまでということで御了解をいただきたいと思いま

す。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上村和男君） それでは、本日はこれにて散会といたします。あした、また朝

９時からでございます。お疲れでございました。 

──────・──────・────── 

閉会 午前４時53分 

 


